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序章 仕様書策定の趣旨 

- 1 -



                             序章 仕様書策定の趣旨 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 
 
  自転車は、買い物や通勤、通学など、日常生活における身近な交通手段で 
あるとともに、環境負荷の低い交通手段として見直されていること、さらに 
は健康志向の高まりを受け、新たな需要が高まっている。 

  一方、近年では、歩道上における自転車と歩行者の事故が増加しており、 
自転車利用者のマナー向上に加えて、歩行者、自転車、自動車が安全で安心 
して通行できる道路環境の整備が早急な課題となっている。 

  こうした状況を受け、自転車が『車両』であることを徹底し、自転車の安 
全利用を推進するため、平成２３年１０月に警察庁より、「良好な自転車交通 
秩序の実現のための総合対策の推進について」の通達が各都道府県警察本部 
へ発出された。 

  さらに、各地域において、道路管理者や都道府県警察が自転車ネットワー 
ク計画の作成やその整備、通行ルールの徹底等を進められるよう、平成２４

年１１月に国土交通省及び警察庁より、「安全で快適な自転車利用環境創出ガ

イドライン（以下「ガイドライン」）」が道路管理者、各都道府県警察本部へ

発出された。 
本市では、「世界の環境首都」にふさわしい交通体系の実現に向け、自転車

利用環境の向上を総合的に図るために、平成２４年１１月に「北九州市自転

車利用環境計画（以下「上位計画」）」を策定した。 
 本仕様書は、歩行者の安全を第一とし、自転車が安全、快適に通行できる自

転車走行空間の整備をコンセプトに「上位計画」及び「ガイドライン」を踏

まえながら策定を行うものである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．仕様書策定の背景 

           
「北九州市自転車利用環境計画」 「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」 
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  自転車走行空間の設計にあたっては、関係法令・基準に準拠する必要があ

るが、細部の構造や走行位置の明示方法等、適用方法が分かりづらく、また

統一されていないなどの課題が生じている。 
  本仕様書は、道路管理者が自転車走行空間を設計する際に、市内で統一さ

れた考え方に基づく構造・仕様を定めることにより、統一的な整備を図るた

め、関係法令・上位計画等の調査・整理を行い、自転車走行空間の整備形態

に応じた整備方法（ハード施策）を取り纏めた「北九州市自転車走行空間整

備標準仕様書」を策定したものである。 
  なお、本仕様書に基づき面的に連続して整備された自転車走行空間が歩行

者・自転車・自動車のそれぞれにとっての安全で快適な道路の利用環境に寄

与することが目的である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．仕様書策定の目的 
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  本仕様書は、北九州市内一円において、「自転車利用が多い地区」、「駅に自転車が

集中する地区」、「自転車利用を促進する地区」を整備拠点地域として設定し、これら

拠点内及び拠点間を結ぶ走行空間を形成している路線である「自転車走行空間ネット

ワーク路線」を対象として、安全で快適な自転車利用環境の創出を図るための実務的

な検討事項等を取り纏めているものである。 
  しかしながら、最近は警察協議において、協議対象路線の自転車走行空間の考え方

を問われるケースが増えているため、ネットワーク路線以外の道路についても本仕様

書に適用させ、整備形態の選定や整備手法について判断することが望まれる。 
  よって、本仕様書の適用範囲として北九州市が管理する全ての道路と設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．仕様書の適用範囲 

 「北九州市の自転車走行空間ネットワーク」 

（１）適用範囲 
本仕様書の適用範囲は、北九州市が管理する全ての道路を前提とする。 

（２）適用対象案件 
① 道路の新築・改築 
 本仕様書に基づき、車道上での「自転車走行空間」の整備を前提に 
形態を選定・検討する。 

② 舗装補修などの道路維持 
 現況道路幅員の中で再配分（横断面構成の見直し、路肩の整備等）

の可能性を検討する。 
 （３）本仕様書の運用 
    整備対象路線の道路状況（車線数、幅員構成、歩道の有無等）、交通

状況（交通量、自動車走行速度等）、沿道状況（乗り入れ、土地利用状

況等）に応じて、弾力的に運用するものとする。 
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 □ 本標準仕様書で用いる用語は、以下のように定義する。 

① 自転車 

【道路交通法第 63 条の 3】に規定される「普通自転車」をいう。 
 なお、「普通自転車」とは、車体の大きさ及び構造が内閣府令で定

める基準に適合する二輪又は三輪の自転車で、他の車両を牽引してい

ないものをいう。 
 「内閣府令で定める基準」としては、【道路交通法施行規則第 9条

の 2】で次のように規定されている。 
一 車体の大きさは、次に掲げる長さ及び幅を超えないこと。 
 イ 長さ 190 センチメートル 
 ロ 幅 60 センチメートル 
二 車体の構造は、次に掲げるものであること。 
 イ 側車を付していないこと。 
 ロ 1 の運転者席以外の乗車装置（幼児用座席を除く。）を備えて

いないこと。 
 ハ 制動装置が走行中容易に操作できる位置にあること。 
ニ 歩行者に危害を及ぼすおそれがある鋭利な突出部がないこと。 

② 自転車道 
 【道路構造令第 2 条第 1項第 2号】に規定される、専ら自転車の通

行の用に供するために、縁石線又は柵その他これに類する工作物によ

り区画して設けられる道路の部分をいう。 

③ 

自転車レーン  路肩のカラー化により自転車の走行位置を明示したものをいう。 

自転車専用通行帯 
 【道路交通法第 20 条第 2 項】の道路標識により、車両通行帯の設

けられた道路において、普通自転車が通行しなければならない車両通

行帯として指定された車両通行帯をいう。 

④ 自転車歩行者道 
 【道路構造令第 2 条第 1項第 3号】に規定される、専ら自転車及び

歩行者の通行の用に供するために、縁石線又は柵その他これに類する

工作物により区画して設けられる道路の部分をいう。 

⑤ 歩道 
 【道路構造令第 2 条第 1項第 1号】に規定される、専ら歩行者の通

行の用に供するために、縁石線又は柵その他これに類する工作物によ

り区画して設けられる道路の部分をいう。 

⑥ 路肩 
【道路構造令第 2条第 1 項第 12 号】に規定される、道路の主要構造

部を保護し、又は車道の効用を保つために、車道、歩道、自転車道又

は自転車歩行者道に接続して設けられる帯状の道路の部分をいう。 

４．自転車走行空間に関する用語の定義 
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⑦ 路側帯 

  【道路交通法第 2条第 1 項第 3号の 4】に規定される、歩行者の

通行の用に供し、又は車道の効用を保つため、歩道の設けられていな

い道路又は道路の歩道の設けられていない側の路端寄りに設けられ

た帯状の道路の部分で、道路標示によって区画されたものをいう。 

⑧ 自転車専用道路 
 【道路法第 48 条の 14 第 2 項】に規定される、専ら自転車の一般交

通の用に供するために、独立して設けられる道路をいう。 

⑨ 自転車横断帯 
 【道路交通法第 2 条第 1項第 4号】に規定される、道路標識等によ

り自転車の横断の用に供するための場所であることが示されている

道路の部分をいう。 

⑩ 道路標識 

 【道路交通法第 2 条第 1項第 15 号】に規定される、道路の交通に

関し、規制又は指示を表示する標示板をいい、種類、様式等について

は、【道路標識、区画線及び道路標示に関する命令第 1 条～第 4 条】

により規定される。 

⑪ 看板 
 【道路標識、区画線及び道路標示に関する命令】に規定されていな

い、法定外の内容を表示する看板をいう。 

⑫ 道路標示 

 【道路交通法第 2 条第 1項第 16 号】に規定される、道路の交通に

関し、規制又は指示を表示する標示で、路面に描かれた道路鋲、ペイ

ント、石等により路面に描かれた線、記号又は文字をいい、種類、様

式については【道路標識、区画線及び道路標示に関する命令第 8条～

第 10 条】により規定される。 

⑬ 区画線 

 【道路法第 45 条】に規定される、道路の構造を保全し、又は交通

の安全と円滑を図るため、必要な場所に設けられるものをいい、【道

路標識、区画線及び道路標示に関する命令第 5条～第 7 条】に規定さ

れる区画線をいう。 
 具体には【同命令別表第 4】で規定される様式に従って道路鋲、ペ

イント、石等により路面に描かれた線、記号又は文字をいう。 

⑭ 路面表示 
 道路標識、区画線及び道路標示に関する命令に規定されていない、

法定外の路面に描かれた表示で、ペイント、石等で路面に描かれた線、

記号又は文字をいう。 

⑮ 分離工作物 
 道路の部分において、自動車、自転車、歩行者の通行空間を区画す

るための縁石線、柵その他これに類する工作物をいう。 

⑯ 
自転車安全利用

五則 

 最も基本的なルール 5つについて、簡潔な言葉で示した自転車の基

本的な通行ルールである。 
【平成 19 年 7月 10 日交通対策本部長決定】 
【道路交通法改正：平成 20 年 6月 1日施行】 
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文献・基準 発行年月／発行 

1 道路法 
平成 23年 6月 10 日 

法律第 180 号 

2 道路交通法 
平成 24年 8月 22 日 

法律第 67号 

3 道路標識、区画線及び道路標示に関する命令 
平成 24年 2月 27 日 

内閣府、国土交通省令第 1号 

4 北九州市自転車利用環境計画 
平成 24年 11 月 

北九州市建設局道路部道路維持課 

5 
安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラ

イン 
平成 28年 7月 

国土交通省道路局、警察庁交通局 

6 道路構造令の解説と運用 
平成 16年 2月 

（公社）日本道路協会 

7 路面標示設置マニュアル 
平成 24年 1月 

（一社）交通工学研究会 

8 自転車道等の設計基準解説 
昭和 49年 10 月 

（公社）日本道路協会 

9 自転車利用環境整備ガイドブック 
平成 19年 10 月 

国土交通省道路局地方道･環境課、 

警察庁交通局交通規制課 

10 
改訂版 道路の移動等円滑化整備ガイドラ

イン 
平成 20年 2月 

（財）国土技術研究センター 

11 自転車走行空間設計のポイント 

平成 21年 7月 

国土交通省道路局地方道・環境課、 

警察庁交通局交通規制課、 

国土技術政策総合研究所道路研究部 

５．適用基準・参考文献等 

□ 本仕様書は、平成 24 年度に北九州市が策定した「北九州市自転車利用環

境計画」、平成 24 年度に国土交通省及び警察庁が策定した「安全で快適な

自転車利用環境創出ガイドライン」をはじめとした下記に示す基準・文献

等を適用・参考としている。 
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 文献・基準 発行年月／発行 

12 
自転車施策推進に係る地方説明会における

疑義と回答事例集 

平成 20年 11 月 

国土交通省道路局地方道・環境課、 

警察庁交通局交通規制課、 

国土技術政策総合研究所道路研究部 

13 歩道の一般的構造に関する基準 
平成 17年 2月 3日 

国土交通省都市・地域整備局  

道路局長通達 

14 
移動等円滑化のために必要な道路の構造に

関する基準を定める省令 
平成 18年 12 月 19 日 

国土交通省令第 116 号 

15 交通規制基準 
平成 23年 2月 4日 

警察庁交通局長 

16 福岡県道路交通法施行細則 
昭和 47年 4月 1日 

福岡県 

17 
北九州市道路の構造の技術的基準等を定め

る条例 
平成 24年 12 月 19 日 

北九州市 

18 自転車利用環境整備のためのキーポイント 
平成 25年 6月 

（公社）日本道路協会 

19 
土木工事設計要領「第Ⅰ編 共通編」 
        「第Ⅲ編 道路編」 

平成 23年 7月 

国土交通省九州地方整備局 

20 
「自転車ネットワーク計画策定の早期進展」

と「安全な自転車通行空間の早期確保」  

に向けた提言（案） 

平成 27年 12 月 

安全で快適な自転車利用環境創出   

の促進に関する検討委員会 
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第１章 自転車走行空間に関する法規等 
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□ 道路構造令、道路交通法による自転車走行空間に関する用語の定義を以

下に示す。 

 

用 語 道路構造令 道路交通法 

自転車道 

【第 2条第 1項第 2項】 
 専ら自転車の通行の用に供すた

めに、縁石線又はさくその他これ

に類する工作物により区画して設

けられる道路の部分をいう。 

【第 2条第 1項第 3号の 3】 
 自転車の通行の用に供するため縁

石線又はさくその他これに類する工

作物によって区画された車道の部分

をいう。 

 

用 語 道路構造令 道路交通法 

自転車レーン

（自転車専用

通行帯） 

【第 2条第 1項第 12 号】※路肩 
道路の主要構造物を保護し、又は

車道の効用を保つために、車道、

歩道、自転車道又は自転車歩行者

道に接続して設けられる帯状の道

路の部分をいう。 

【第 20 条第 2項】 
 車両は、車両通行帯の設けられた道

路において、道路標識等により通行の

区分が指定されているときは、当該通

行の区分に従い、当該車両通行帯を通

行しなければならない。 

 

１．法令上の自転車走行空間 
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用 語 道路構造令 道路交通法 

自転車   

歩行者道 

【第 2条第 1項第 3号】 
 専ら自転車及び歩行者の通行の

用に供するために、縁石線又はさ

くその他これに類する工作物によ

り区画して設けられる道路の部分

をいう。 

【第 2条第 1項第 2号】 
 歩行者の通行の用に供するため縁

石線又はさくその他これに類する工

作物によって区画された道路の部分 
をいう。 

 

《分離タイプ》 

 
 
 
 
 
 
 
 
《共存タイプ》 
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用 語 道路構造令 道路交通法 

路側帯 ― 

【第 2条第 1項第 3号の 4】 
 歩行者の通行の用に供し、又は車道

の効用を保つため、歩道の設けられて

いない道路又は道路の歩道の設けら

れていない側の路端寄りに設けられ

た帯状の道路の部分で、道路標示によ

って区画されたものをいう。 

路 肩 

【第 2条第 1項第 12 号】 
 道路の主要構造物を保護し、又

は車道の効用を保つために、車道、

歩道、自転車道又は自転車歩行者

道に接続して設けられる帯状の道

路の部分をいう。 

― 
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２－１．自転車の通行場所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．自転車の通行ルール 

（１）車道通行の原則 
  ○車道を通行しなければならない。 
  ○道路の左側端に寄って通行しなければならない。 
  ○著しく歩行者の通行を妨げることとなる場合を除き、路側帯を通行す

ることができる。 
【道路交通法第 17 条、第 17 条の 2、第 18 条】 

 
（２）歩道通行（例外） 
  ○次に掲げるときは、歩道を通行することができる。 
   ①道路標識等により、歩道を通行ができるとされているとき。 
   ②自転車の運転者が、高齢者や児童、幼児等であるとき。 
   ③車道または交通の状況に照らして、安全上、やむを得ないと認めら 

れるとき。 
  ○歩道の中央から車道寄りを徐行しなければならない。 
  ○歩行者の通行を妨げる場合は、一時停止しなければならない。 
  ○道路標識により通行指定部分がある場合は、その部分を徐行しなけれ

ばならない。 
  【道路交通法第 63 条の 4】 

 
（３）その他 
  ○自転車道が設けられている道路では、その自転車道を通行しなければ 

ならない。 
  【道路交通法第 63 条の 3】 
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２－２．自転車の通行方法 

①自転車道 

○普通自転車は、自転車道が設けられてい 
る道路においては、自転車道以外の車道 
を横断する場合及び道路の状況その他 
の事情によりやむを得ない場合を除き、 
自転車道を通行しなければならない。 
【道路交通法第 63 条第 3項】 

 

②自転車レーン（自転車専用通行帯） 

○自転車は車両通行帯の設けられた道路 
において、道路標識等により通行の区分 
が指定されているときは、指定された車 
両通行帯を通行しなければならない。 
【道路交通法第 20 条第 2項】 

 

③自転車歩行者道（普通自転車通行部分の指定あり） 

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の 
ある道路においては車道）の左側端に寄 
って通行しなければならない。 
【道路交通法第 18 条第 1項】 

○普通自転車は、道路標識等により普通自 
転車が通行すべき部分として指定され 
た部分（「普通自転車通行指定部分」）が 
あるときは、普通自転車通行指定部分を 
徐行しなければならない。 

 ただし、普通自転車通行指定部分を通行 
し、又は通行しようとする歩行者がない 
ときは、歩道の状況に応じた安全な速度 
と方法で進行することができる。 

 【道路交通法第 63 条の 4 第 2 項】 
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④歩道（普通自転車歩道通行可あり） 

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の 
ある道路においては車道）の左側端に寄 
って通行しなければならない。 
【道路交通法第 18 条第 1項】 

○普通自転車は、道路標識等により普通自 
転車が歩道を通行することができるこ 
ととされているときは、歩道を通行する 
ことができる。 

 【道路交通法第 63 条の 4 第 1 項】 

 

⑤歩道（普通自転車歩道通行可なし） 

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の 
ある道路においては車道）の左側端に寄 
って通行しなければならない。 
【道路交通法第 18 条第 1項】 

 

⑥車道（路側帯がある場合；白実線 1 本） 

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の 
ある道路においては車道）の左側端に寄 
って通行しなければならない。 
【道路交通法第 18 条第 1項】 

○自転車は、著しく歩行者の通行を妨げる 
こととなる場合を除き、路側帯を通行す 
ることができる。 

 【道路交通法第 17 条の 2 第 1 項】 
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⑦車道（駐停車禁止路側帯；白実線＋破線） 

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の 
ある道路においては車道）の左側端に寄 
って通行しなければならない。 
【道路交通法第 18 条第 1項】 

○自転車は、著しく歩行者の通行を妨げる 
こととなる場合を除き、路側帯を通行す 
ることができる。 

 【道路交通法第 17 条の 2 第 1 項】 

 

⑧車道（歩行者専用路側帯；白実線 2 本） 

○自転車は、道路（歩道等と車道の区別の 
ある道路においては車道）の左側端に寄 
って通行しなければならない。 
【道路交通法第 18 条第 1項】 
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 □ 【自転車安全利用５則】 
（平成 19 年 7 月 10 日付中央交通安全対策会議交通対策本部決定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 【出典：スマートサイクルライフ北九州ＨＰ】 
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第２章 自転車走行空間の整備方針 
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整備形態 整備イメージ 

(1)自転車道 

 

(2)自転車レーン 

 

(3)車道混在（車道） 

 

 

(4)自転車歩行者道 
（分離タイプ） 
※当面の措置 

 

(5)自転車歩行者道 
（共存タイプ） 
※当面の措置 

 

１．自転車走行空間の整備形態 

 □ 整備形態の分類 
  （１）自転車道 
  （２）自転車レーン（自転車専用通行帯） 
  （３）車道混在（車道） 
  （４）自転車歩行者道（分離タイプ）※当面の措置 
  （５）自転車歩行者道（共存タイプ）※当面の措置 
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２．整備形態の選定基準 

□ 選定にあたっての基本方針 
  自転車利用者の安心感の向上を図るため、下記の方針で安全な走行空間 
 を整備する。 
 ○ 歩行者の安全を第一とし、歩道以外を活用して自転車走行空間を確保

することを基本とする。 
 ○ 自動車の速度が速い、自動車交通量が多い、大型車混入率が高い路線

では、歩道を使うなど自転車・歩行者の安全性・快適性を向上できる

方法を採用する。 
 ○ ゆっくり走るママチャリなど現状の自転車走行方法にも配慮し、既存

の「自転車歩道通行可」の解除は行わない。 
 ○ 歩道走行が可能な場所については、自転車・歩行者に対して注意喚起

を促す路面表示なども実施する。 
 
□ 選定基準 
 

■自転車走行速度と大型車混入率による整備形態の選定基準 

30km/h 40km/h 50km/h 60km/h
規制速度

大型車
混入率

15%

車道混在 自転車レーン

自転車道
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３．整備形態の選定フロー図 
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＜基本的な考え方＞ 

 

 

 

 
  

NO 

自転車ネットワーク路線 

YES 

YES 

◇自動車交通量  4,000 台/日以上 

NO 

YES NO 

NO 

◇規制速度  40km/h 超 50km/h 以下 

■自転車通行空間の 
 幅員を 1.5m 以上 
 確保できる 

車道混在 自転車道 車道混在 又は 自転車歩行者道 自転車通行帯 

 
■自転車と自動車

を構造的に分離
できる 

■自転車通行空間
の幅員を 2.0m
以上確保できる 

かつ 

YES YES NO 

◇規制速度  50km/h 超 

※空間的制約等により上記整備形態が困難な場合は、代替路の検討を行う。 
また、将来、改良工事実施の際には、再度整備形態を検討する。 

整備形態 選定フロー図 
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   （整備形態と基本幅員） 
 □ 自転車走行空間の整備形態別の有効幅員の考え方を以下に示す。 

整備形態 
関連法令 

適用幅員 
道路構造令 道路交通法 

自転車道 

【第 10条第 3項】 

自転車道の幅員は、2m 以上

とするものとする。ただし、

地形の状況その他の特別の理

由によりやむを得ない場合に

おいては、1.5m まで縮小する

ことができる。 

― 

2.0m 以上 

（地形の状況その他の

特別な理由によりやむ

を得ない場合において

は 1.5m 以上） 

自転車レーン 
（自転車専用通行帯） 

― 

【交通規制基準第 4章第 23】 

 自転車専用通行帯の幅員

は、1.5m 以上を確保すること

が望ましいが、道路の状況に

よりやむを得ない場合は、

1.0m以上1.5m未満とすること

ができる。 

1.5m 以上 

（道路の状況等により

やむを得ない場合は

1.0m 以上 1.5m 未満） 

※自転車 1台の占有幅

1.0m 以上を確保。 

車道混在（車道） ― ― 

（1.0m 以上） 

※自転車専用通行帯の

1.0m 以上を準用。 

自転車歩行者道 

【第 10条の 2第 2項】 

 自転車歩行者道の幅員は、

歩行者の交通量が多い道路に

あっては 4m以上、その他の道

路にあっては3m以上とするも

のとする。 

― 

4.0m 以上 

（歩行者との輻輳がな

い又は少ない場合は、

路上施設を除き幅員を

3.0m 以上確保する。） 

歩道 

【第 11条第 3項】 

 歩道の幅員は、歩行者の交

通量が多い道路にあっては

3.5m 以上、その他の道路にあ

っては2m以上とするものとす

る。 

― 

3.5m 以上 

（歩行者の交通量が少

ない場合は、2.0m 以

上） 

４．自転車走行空間の基本的な考え方 
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４－１．自転車道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 基本的な考え方 
（１）設置の原則 
   自転車道は道路の各側に設けるものとする。【道路構造令第 10 条】 
（２）片側設置の場合 
   ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合にお

いては、この限りでない。【道路構造令第 10 条】 
（３）一方向・双方向通行の適用の考え方 
  ① 自転車道は、一方通行を基本とすること。 
    ※一方通行の自転車道とする場合には、道路交通法第 63 条の 3によ

り、道路の両側に自転車道を整備することが必要となる。 
  ② 既設の双方向通行の自転車道についても、可能な限り一方通行に変

更を行うこと。 
  ③ 交通規制により自転車道で「自転車一方通行規制」を行うことがで

きる。      【出典：自転車ネットワーク計画策定の早期進展と 

安全な自転車通行空間の早期確保に向けた提言（案）P14】 

（４）双方向通行の適用について 
   自転車道は一方通行を基本とするが、下記①～④の全ての条件を満た

す特別の場合に限り、暫定的に双方向通行を適用できるものとする。 
   ① 一定の区間長で連続性が確保されていること 
   ② 区間前後・内に双方向通行の自転車道が交差しないこと 
   ③ 区間内の接続道路が限定的で自転車通行の連続性・安全性が確保で

きること 
      ④ ネットワーク区間概成段階で一方通行の規制をかけることができ

ること 
   ※一方通行に変更できない場合で、既設の双方向通行の自転車道が交 

差点部の手前等で歩道（普通自転車歩行通行可の交通規制区間）に 
接続する場合には、自転車道の区間の終わりに、自転車の速度を安

全に低減させるための注意喚起等の安全対策を行うものとする。 

□ 定義 
自転車道とは、専ら自転車の通行の用に供するために、縁石線又はさくそ 

の他これに類する工作物により区画して設けられる道路の部分をいう。 
 【道路構造令第 2条第 2項・道路交通法第 2条第 1項第 3号の 3】 
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（５）留意事項 
  ① 一方通行規制を実施する場合は、沿道施設への出入りが不便となっ

たり、目的地に向かうのに遠回りになることで、沿道の地域住民、

自転車利用者等の理解が得られにくい場合がある。 
  ② 双方向通行の場合は、自動車と逆方向に通行する自転車の出会い頭

事故の危険性、交差点内での自転車同士の交錯の危険性、単路部に

おける快適性の確保などの課題がある。 
  ③  自転車道の整備完了後は、普通自転車歩道通行可の交通規制を解除

するものとする。 
（６）通行位置の指定方法 

公安委員会が道路標識（規制標識「自転車専用」（325 の 2））を設置す

ることにより、自転車道であることをより明確に示すことができる。 
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□ 整備形態イメージ及び基本幅員 
  自転車道の有効幅員は 2.0m 以上とするものとする。ただし、地形の状況

その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては、1.5ｍまで縮小す

ることができる。【道路構造令第 10 条第 3 項】 
 
 《双方向通行の場合》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 《一方通行の場合》 
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《参考》自転車道整備事例 
 
  
   
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京都武蔵野市 

東京都江東区 岡山県岡山市 

徳島県徳島市 

北九州市小倉南区「国道１０号」 
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４－２．自転車レーン（自転車専用通行帯） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 基本的な考え方 
（１）設置の原則 
  ① 道路状況より路肩の幅員が原則１.5ｍ以上確保できる場合に設置す

る。なお、自転車走行の安全性から、普通自転車専用通行帯とする

ことが望ましい。 
    ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合に 
    おいては、1.0ｍ以上 1.5ｍ未満とすることができる。 
  ② 普通自転車専用通行帯の規制を行う場合は、自転車レーンが車両通

行帯となるため、中央線は実線となる。 
  ③ ２車線道路の両側に自転車レーン（自転車専用通行帯）を設置する

場合、中央線は実線とする。 
（２）一方通行の場合 
  ① 一方通行の道路の場合は、自転車レーン（自転車専用通行帯）は、

一方通行と同方向である道路の左側部分に設置する。 
  ② 一方通行と逆方向を通行する自転車に対して、自転車レーン（自転

車専用通行帯）の反対側に自転車歩行者道を設置し、普通自転車通

行部分指定を行うなどの対策を講じる。 
  ③ 一方通行と逆方向には、自転車レーン（自転車専用通行帯）は設置

できない。 
（３）整備完了後の対策 
   自転車レーンを整備する区間においては、原則として普通自転車歩道

通行可の交通規制を解除するものとする。但し、前後に自転車専用通行

帯を整備する予定の区間のうち、一部の区間のみが整備された場合につ

いては、一連の整備が完了するまでの間、当該交通規制の解除を保留す

ることができるものとする。 
  ※ゆっくり走る自転車に配慮して当該規制を解除しない等、対象路線の

利用者や周辺状況に配慮した臨機応変な考えもあり得る。 

□ 定義 
 路肩のカラー化により自転車の走行位置を明示したもの。 

自転車レーンは、道路交通法の規則により「普通自転車専用通行帯」とす 
ることが望ましい。（P67 参照） 
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（３）留意事項 
   （一方通行道路における普通自転車専用通行帯規制） 
   補助標識「自転車除く」が設置してある一方通行道路では、自動車の 

一方通行と逆方向については普通自転車専用通行帯の規制を行うことは 
できない。このため、自動車の一方通行とは逆方向の車道上に、普通自 
転車専用通行帯に準じた自転車通行空間の幅員の確保及び路面表示を設 
置することが望ましい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）通行位置の指定方法 
   普通自転車専用通行帯の整備にあわせて、公安委員会は通行位置を示

す道路標識（「専用通行帯」（327 の 4、327 の 4 の 2））、道路標示（「専用

通行帯」（109 の 6））の設置を行う。 
   ※また、普通自転車専用通行帯内に自転車が駐停車した場合、自転車

の円滑な走行が阻害される可能性があるため、停車帯の確保や路上駐車

対策等をあわせて実施することが望ましい。 
 
   
 

 
一方通行道路に自転車専用通行帯を設置する場合の事例 

【出典：国土交通省ガイドライン】 

 

- 33 -



                        第２章 自転車走行空間の整備方針 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

□ 整備形態イメージ及び基本幅員 
  自転車レーン（自転車専用通行帯）の有効幅員は 1.5ｍ以上を確保する事

が望ましい。 
ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合において

は、1.0ｍ以上 1.5ｍ未満とすることができる。 
  なお、幅員が 1.0ｍ以上 1.5ｍ未満となる場合は、側溝の部分を除く舗装

部分の幅員を 1.0ｍ程度確保することが望ましい。（自転車 1 台の占有幅で

ある 1.0ｍを基準とした。） 
 
 【自転車レーン（自転車専用通行帯）】 
 《歩道のある道路》 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○路側標識を設置する場合 ○架空標識を設置する場合 

○路面表示を設置する場合 

  

 

 

 
または 
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 《歩道のない道路》･････路側帯のある道路  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○路面表示を設置する場合 
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《参考》自転車レーン整備事例 
      

 
    
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 福島県福島市 国土交通省ガイドライン別添写真 

北九州市小倉北区「清張通り」 北九州市小倉北区「小文字通り」 

 

  

  

北九州市戸畑区「戸畑停車場線」 
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４－３．車道混在（車道） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 基本的な考え方 
（１）設置の原則 
  ① 自動車の走行速度が 30km/h 以下の路線に設置する。 

② 整備形態で自転車レーンが選定されるものの、道路状況や交通状況

により整備が困難な場合に設置する。 
（２）留意事項 
  ① 自転車走行の安全性を確保するために、車道左側のエプロン部の横

断勾配・集水桝の蓋仕様等について必要に応じ改良等が必要である。 
  ② 自転車走行空間が路上駐停車車両により妨げられる恐れがあり、警

察との連携による取締りの強化や市民への周知徹底が必要となる。 
  ③ 自動車運転者に対して、自転車走行空間への進入禁止や自転車走行

者へ配慮した運転等を周知する必要がある。 
 

□ 定義 
 車道左側部の車線内に帯状の路面表示及びピクトグラムの設置により、車 
道での自転車の通行位置を明確化し、自動車への注意喚起を図るもの。 

【自転車利用環境整備のためのキーポイント P120】 
 

- 37 -



                        第２章 自転車走行空間の整備方針 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 整備形態イメージ及び基本幅員 
  車線内において、1.0ｍ以上占有幅を確保すること。 
  設置にあたっては、警察の意見を聞く。 
 
 《歩道のある道路》 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 《歩道のない道路》･････路側帯のある道路 
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《参考》車道混在（車道）整備事例 
      

     
 
    
 
     
 
 

       
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②バス専用通行帯を活用し路面表示 
を設置した事例 

①ピクトグラムを設置した事例 

【出典：国交省ガイドライン】 

北九州市小倉北区 
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４－４．自転車歩行者道（歩道） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 基本的な考え方 ※分離するタイプ 
（１）設置の原則 
   整備形態で自転車道が選定されるものの、道路状況や交通状況により

整備が困難な場合において、当面の整備形態として活用する。 
   なお、歩行者の安全性確保の観点から、「普通自転車の歩道通行部分」 

の交通規制を行うことが望ましい。 
（２）通行方法 
  ① 自転車の歩道通行可の交通規制が実施され、かつ自転車の通行すべ

き部分が指定されているときはその指定された部分を徐行しなけれ

ばならず、また自転車の進行が歩行者の通行を妨げることとなると

きは、一時停止しなければならない。【道路交通法第 63 条の 4第 2項】 

  ② ただし、自転車の通行指定部分については、当該部分を通行し、ま

た通行しようとする歩行者がないときは、歩道の状況に応じた安全

な速度と方法で進行することができる。【道路交通法第 63 条の 4 第 2項】 

（３）留意事項 
  ① 自転車利用者や歩行者に対して、それぞれの通行位置を認識しても

らうため、通行位置区分を明確にする補助看板を設置することが望

ましい。 
  ② 自転車走行空間の整備に際しては、前後区間との連続性や接続に留

意が必要。 
  ③ 道路の両側に自転車歩行者道が設置されている区間では、案内誘導

サインの連続性を確保するため、自転車走行空間の利用者に対して、

進行方向に対して、進行方向に対して左側の自転車歩行者道を通行

するように啓発する必要がある。 
  ④ 自転車歩行者道（分離タイプ）の場合は、着色を施さない事を原則

とする。やむを得ず着色をする場合は、自転車レーンと同系統であ

る青色系は避けること。 
 

□ 定義 
  自転車歩行者道において、路面表示の設置や舗装の色・材質の違い等によ 
り自転車の通行位置を明示し、自転車と歩行者の分離を図るもの。 
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（４）交通規制 
  ①「普通自転車歩道通行可」（必須） 

公安委員会が道路標識（規制標識「自転車及び歩行者専用（標識 325 

の 3）」）を設置することにより、自転車は歩道を通行することが可能

となる。 
 
 
 
 
 
 
 
  ②「普通自転車の歩道通行部分」（推奨） 

公安委員会が規制標示「普通自転車の歩道通行部分」（114 の 3）によ

り、自転車通行側と歩行者通行側の境の白線と自転車通行側の路面に

自転車マークを表示することにより実施する。 
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□ 基本的な考え方 ※混在するタイプ 
（１）設置の原則 
   整備形態で自転車道が選定されるものの、道路状況や交通状況により 

整備が困難な場合において、当面の整備形態として活用する。 
ただし、歩行者または自転車交通量が多い場合は、歩行者の安全性確 

保の観点から、自転車歩行者道を自転車の通行位置に設定することは望 
ましくない。 

（２）通行方法 
   自転車は、当該歩道の中央から車道寄りの部分を徐行しなければなら 

ず、また、普通自転車の進行が歩行者の通行を妨げることとなるときは、 
一時停止しなければならない。【道路交通法第 63 条の 4第 2 項】 

（３）留意事項 
  ① 自転車歩行者道は、歩行者の通行に供されることから、視覚障害者

の安全性を確保するため、バリアフリー法で定める特定道路以外の

道路にあっても、視覚障害者誘導用ブロックを敷設するよう努める

ものとする。 
  ② 自転車走行空間の整備に際しては、前後区間との連続性や接続に留

意が必要。 
（４）交通規制 
  ①「普通自転車歩道通行可」（必須） 

公安委員会が道路標識（規制標識「自転車及び歩行者専用（標識 325 

の 3）」）を設置することにより、自転車は歩道を通行することが可能

となる。 
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□ 整備形態イメージ及び基本幅員 
 ① 自転車歩行者道の幅員は歩行者の交通量が多い道路にあっては 4.0ｍ 

以上、その他の道路にあっては、3.0ｍ以上とするものとする。 
【道路構造令第 10 条第 2項】 

 ② 歩道の幅員は、歩行者の交通量が多い道路にあっては、3.5ｍ以上、そ 
の他の道路にあっては 2ｍ以上とするものとする。 

【道路構造令第 11 条第 3項】 

 《分離するタイプ》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 《混在するタイプ》 
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《参考》自転車歩行者道整備事例 ※分離するタイプ 
 

 
 
 

兵庫県神戸市 

北九州市小倉北区「国道１９９号」 北九州市小倉北区「みかげ通り」 

高知県高知市 
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【道路空間を再配分する際の検討項目】 
（１）車道を縮小する場合 
  ① 一般部 
   ○車線数の減少。 
   ○車線幅員、路肩幅員の 

縮小規定の適用。 
   ○中央分離帯幅員の縮小。 
  ② 交差点部 
   ○付加車線の廃止。 
   ○付加車線、直進車線幅員、 
    路肩幅員の縮小規定の適用。 
   ○中央分離帯幅員の縮小。 
  ③ 道路等級の見直し 
   ○交通状況や沿道状況を考慮し、 
     総合的な判断が必要。（要警察協議） 
 

【道路構造令第 3条第 2項より本文抜粋】 
  第４種の道路は、第４号の表に定めるところにより第１級から第４級まで

に、それぞれ区分するものとする。 
ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合において

は、該当する級が第１種第４級、第２種第２級、第３種第５級又は第４種第

４級である場合を除き、該当する級の１級下の級に区分することができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．自転車走行空間を創出するための道路空間の再配分 

□ 考え方 
① 現況の道路幅員構成において、新たな自転車走行空間を創出するため 

に、必要に応じて道路空間を再配分する。再配分の手法としては、車 
道や歩道の縮小などが考えられるが、対象地域の交通特性や道路構造 
特性、沿道状況等を十分踏まえ、安全性や交通の円滑性を確保した計 
画とする。 

 なお、車線数の減少など、構造の大幅な変更を行う時は、交通容量な 
 どに関して、十分検証を行い、公安委員会との調整を行う必要がある。 
② 自転車走行空間の整備は、良好な歩行環境を確保する側面もあるため、 

安易に歩道幅員を縮小しないよう留意する必要がある。 

現況からの再配分による自転車レーン設置例 
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（２）歩道を縮小する場合 
   ○歩行者空間として必要な有効幅員を確保することによる空間創出。 
    ⇒交通特性や沿道状況に応じた歩行者必要空間を確保した上での空

間創出。 
   ○植樹帯の廃止又は幅員の縮小（景観にも配慮が必要）。 
   ○路上施設等の移設。 
    ⇒電線類地中化関連施設、電柱、標識、信号、道路照明灯、高・中

木、低木地被類、縁石、ほか。 
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６．一般部の整備方針 

□ 自転車は「道路（車道）の左側端」を左側通行することを原則とし、 
一般部の設計にあたっては、以下の考え方を基本とする。 

□ 基本的な考え方 
（１）分離工作物 
  ① 自転車と自動車、歩行者それぞれを構造的に分離する場合は、互い

に存在を認識できるよう、分離工作物として縁石を設置することを 
    基本とし、柵等の高さのある分離工作物をできる限り設置しないも

のとする。 
  ② 上記①以外の場合は、自転車の安全性を向上させるため、縁石、柵

等の分離工作物をできる限り設置しないものとする。 
（２）幅員 
   自転車走行空間の幅員は、隣接する歩行区間の幅員とのバランスが重 

要であり、歩行者、自転車がそれぞれの空間を通行しやすく、また自然 
に通行位置が守られるよう、歩行者、自転車の交通量を考慮して決定す 
るものとする。 

（３）路面等 
  ① 自転車道や車道端部の路面については、自転車の安全性を向上させ

るため、平坦性の確保、通行の妨げとなる段差や溝の解消に努め、

滑りにくい構造とするものとする。なお、必要に応じて、側溝、街

渠、集水ますやマンホールの蓋について、エプロン幅が狭く、自転

車走行空間を広く確保できるものや平坦性の高いものへの置き換え

や滑り止め加工等を行うものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【出典：国交省ガイドライン】 

マンホールの蓋に滑り 
止め加工している事例 

←街渠をエプロン幅の狭い平坦性 
の高いものに置き換えた事例 
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  ② 路面表示等を設置する場合、できる限り走行性能を妨げないよう留

意するものとする。さらに、これらの機能を継続的に確保できるよ

う維持管理に努めるものとし、轍や側溝との舗装すりつけ等縦方向

の段差等にも留意するものとする。 
  ③ 植栽等を設置する場合は、視認性及び自転車の走行性を妨げること

のないように樹種や配置を検討するとともに、樹木の成長に留意し

適切な維持管理に努めるものとする。 
  ④ 電柱等の占有物で、自転車、歩行者の通行に支障となる場合は、原

則として民地等への移設もしくは無電柱化等を行うものとする。さ

らに、不法占用物件についても、撤去指導または除却を強化するも

のとする。 
（４）道路標識・道路標示、看板・路面表示等 
  ① 歩行者、自転車、自動車の通行空間等を道路利用者に明確に示すた

め、通行空間の種類に応じて、「道路標識、区画線及び道路標示に関

する命令」に定められる道路標識及び道路標示を適切に設置するも

のとする。 
  ② 道路空間の再配分を行った場合、視認性を考慮し、必要に応じて、

道路標識や信号機を移設するものとする。 
  ③ 自動車空間だけでなく、自転車走行空間においても、踏切及び横断

歩道の手前、一時停止の規制が行われている場合、信号交差点にお

いて停止する位置を示す必要がある場合には、道路標示「停止線

（203）」を設置するものとする。 
  ④ 定められた自転車走行空間が適切に利用されるよう、道路標識、道

路標示に加え、通行ルール等を周知するための看板または路面表示

を設置することができる。この場合、すべての道路利用者が一見し

てその意味するところを理解でき、かつ道路標識または道路標示と

混同されるおそれのないものを用いる必要がある。例えば、自転車

道や自転車専用通行帯（自転車レーン）に路面表示を設置する場合

には、道路標示「普通自転車歩道通行可（114 の 2）」等の自転車の

標示を用いないものとする。 
                      
 
 
 
 
 
 

道路標示「普通自転車歩道通行可（114 の 2）」 
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  ⑤ 道路標識、道路表示、看板または路面表示の設置にあたっては、そ

の目的と内容に応じて自転車からの視点だけでなく自動車からの視

点も考慮し、見えやすい高さ、大きさで設置するものとする。なお、

道路標識、看板の設置位置に関しては、車道、自転車道、歩道の建

築限界を遵守するものとする。 
  ⑥ 自転車走行空間を区別するため、自転車走行空間に路面着色する場

合や着色した路面表示を設置する場合には、経済性を考慮するとと

もに、周囲の景観に対し大きな影響を与えないよう、地域毎の景観

条例等を考慮した上で、景観や色彩の専門家の意見を聴くなど、着

色する路面の範囲、路面表示の大きさ、色彩の彩度及び明度等に留

意するものとする。ただし、安全面での利点が損なわれないように

するものとする。 
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７－１．バス停留所部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．特殊部の整備方針 

□ 基本的な考え方 
 ① バス停留所部の設計では、自転車とバス乗降客との交錯や、自転車が 

停車中のバスを追い越すことによる事故の危険性があることに留意す 
るものとする。 

 ② バス交通の多くない路線では、注意喚起を行い、前後の区間と同様に 
自転車走行空間を直線的に連続させるものとする。 

 ③ バス交通が多く、道路空間に余裕がある路線では、自転車とバス乗降

客の交錯を減らし、双方の安全性を向上させつつ、自転車走行空間を

連続させるものとする。 
 ④ 通勤通学時において、概ね常時バス停にバスが停車するほどバス交通

が多く、かつ道路空間に余裕がないために自転車走行空間の確保が困

難な路線では、自転車交通とバス交通を分離させるため、代替路を検

討するものとする。 

□ 整備形態イメージ 
 《バス交通が多くない路線》 
 ① バスを歩道に正着させることや駐停車禁止の徹底を図るため、路面表

示によりバス停部分を明確化することが考えられる。 
 ② 自転車とバスの交錯の防止を図るため、路面表示等により自転車利用

者に注意喚起を行う。 
 
    
 
 
 

■ストレート型バス停を設置するイメージ 
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 《バス交通が多く道路空間に余裕がある路線》 
 ① バス停車時も自転車の通行を可能とする場合には、バスベイ型として  

バス停を整備する。 
 ② 第一通行帯と第二通行帯の間にバス停として交通島を設けることも考 

えられる。 
    
 
 
     
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《参考》バス停留所部の整備事例 
 

   
 
 

■バスベイ型バス停を設置するイメージ 

ストレート型（北九州市小倉北区） 交通島（福岡市博多区） 

■交通島を設置するイメージ 
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７－２．停車帯部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 基本的な考え方 
 ① パーキング・メーター等について、利用状況や周辺駐車場の整備状況 

などを勘案し、撤去について検討する。 
 ② 駐車車両との交錯を防止するため、路面表示や看板などを設置し、注

意喚起を行うことが望ましい。 

□ 整備形態イメージ 
 《自転車道》 
 ① 自転車道は、歩道側に設置するものとする。 
 ② 自転車に対して人の横断の注意喚起や、横断防止策により横断する位 

置を集約することも考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 《自転車レーン（自転車専用通行帯）》 
 ① 自転車レーンは、駐車スペースの車道側に設置する。 
 ② 駐車スペースと自転車レーンとの間は、駐車車両のドアの開閉時の接 

触を避けるため、余裕幅を確保することが望ましい。 
   ※余裕幅は海外では 50cm 程度としている事例がある。 
 
  
 
 
 
 
 
 

■自転車道のある道路に停車帯を考慮する場合 

■自転車レーンのある道路に停車帯を考慮する場合 
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《参考》停車帯部の整備事例 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

停車帯部の事例（北九州市小倉北区） 

 

 

タクシー協会との協議に

より車線分離票（ポストコ

ーン）を設置。 

タクシーベイへの注意を

促すため、看板（注意喚起）

を設置。 
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７－３．大型路上施設部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 基本的な考え方 
 ① 横断歩道橋昇降口や地下横断歩道出入口等（以下「大型路上施設等出 

入口」とする。）の大型路上施設部において、道路空間に余裕がある場 
合には、自転車と大型路上施設を利用する歩行者との交錯を減らし、 
双方の安全性を向上させつつ、自転車走行空間を連続させるものとす 
る。 

 ② 周辺の交通状況や沿道状況の変化により、必要性の低下した大型路上

施設については、撤去も含めて検討するものとする。 

□ 整備形態イメージ 
 《自転車道》 
 ① 自転車道は路上施設等出入口より車道側に設置することを基本とする

ものとする。 
 ② 車道側に自転車道を設置できず、歩道側の道路空間に余裕がある場合

は、路上施設等出入口部分を交通島として歩道側に自転車道を設置す

るものとする。 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■車道空間を縮小して自転車道を設置、または新設道路に自転車道を設置する例 

■歩道空間を縮小して自転車道を設置する例（テラス型） 

■歩道を縮小して自転車道を設置する例（島型） 
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□ 整備形態イメージ 
 《自転車レーン（自転車専用通行帯）》 
 ① 自転車専用通行帯は路上施設等出入口より車道側に設置することを基

本とするものとする。 
 ② 道路空間に余裕がなく、車線幅員の縮小等によっても、連続的な自転

車レーンの確保が困難な場合は、自転車通行位置及び自動車と混在す

ることを示す路面表示を設置するなどの安全対策を実施した上で、自

転車と自動車を車道で混在させることを検討するものとする。 
 ③ 車道混在の場合、自転車レーンの終点部の手前に、前方で自転車と自

動車を車道で混在させることを検討するものとする。 
 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車レーン（自転車専用通行帯）の設計例 

■車道混在の設計例 
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《参考》大型路上施設部の整備事例 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京都江東区 大阪府大阪市 

大阪府大阪市 大阪府大阪市 
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８．交差点部の整備方針 

□ 自転車は「道路（車道）の左側端」を左側通行することを原則とし、 
歩行者、自転車、自動車が集中し、交錯が生じうる交差点部の設計にあ 

たっては、以下の考え方を基本とする。 

□ 基本的な考え方 
（１）分離形態の連続性 
  ① 交差点部において歩行者、自転車、自動車の適切な分離、共存を図

るため、交差点部の分離形態について、前後の自転車走行空間と同

様の形態をできる限り連続的に確保すべきであり、安易に自転車走

行区間を自転車歩行者道へ接続しないことを基本とするものとす

る。 
  ② 双方向通行の自転車道が規模の大きい交差点に接続する場合におい

ては、交差点内で自転車同士が交錯すること、自転車が自動車と逆

方向に通行することを避けることを基本とするものとする。 
 
    【出典：自転車利用環境整備のためのキーポイント P133】 

 
 

 
■双方向通行自転車道が接続する交差点の課題 
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（２）通行空間の直線的な接続 
  ① 自転車の安全性、快適性を向上させるため、自転車動線の直進性を

重視し、一方通行の自転車道、自転車専用通行帯のいずれの場合も、

自動車と同じ方向に通行する自転車の交差点部における自転車走行

空間は、直線的に接続することを基本とするものとする。 
（３）交差点内の通行方向の明確化 
  ① 交差点における自転車の安全な通行を促すとともに、自転車利用者

等に自転車動線を知らせるため、自転車の通行位置及び通行方向を

明確化する路面表示を設置するものとする。 
  ② 信号のない交差点のように規模の小さな交差点においては、自転車

走行空間に応じた通行方向とすることを基本とし、双方向通行の自

転車道では自転車横断帯を設置し、一方向通行の自転車道や自転車

専用通行帯では通行方向を明確化する路面表示を設置するものとす

る。（P125～127 参照） 
（４）左折巻き込みに対する安全対策 
  ① 自動車から自転車を確認しやすくし、左折巻き込み事故を防止する

ため、交差点流入部において、自転車専用信号の設置により自動車

とは別の信号制御を行うことを検討するものとする。 
  ② 自転車専用通行帯の場合には、自動車の進路変更禁止規制を実施し

て自転車と自動車を分離するものとする。（P108 参照） 
  ③ 自転車の停止位置を自動車よりも前出しすることを検討するものと

する。 
  ④ 左折巻き込み事故の防止対策として、交差点流入部において、自転

車専用通行帯の交通規制を解除した車道左側部の車線内に自転車の

通行位置を明確化した路面表示等を設置した上で、自転車と左折す

る自動車を混在させて一列で通行させることも検討するものとす

る。（P110 参照） 
（５）二段階右折時の滞留スペースの確保 
  ① 交差点内の通行方法の明確化のために設置した路面表示と歩車道境

界の縁石で囲まれた範囲は、自転車が二段階右折する際の交差点内

での滞留スペースとなることを周知するものとする。また、必要に

応じて、歩道を切り込むことにより、交差点内に二段階右折時の自

転車の滞留スペースを確保するものとする。（P110 参照） 
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□ 整備形態イメージ 
 
 
 
    
 
           
 
 

■停止線前出しの例 

■交差点隅角部の整備仕様例 

■自転車レーンが交差する交差点整備例 
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《参考》交差点部の整備事例 
 
 
  
 
  
 
 
 
 
 
 

東京都文京区 東京都港区 

東京都文京区 東京都文京区 

栃木県宇都宮市 
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９．自転車横断帯の取り扱い 

 □ 歩道に普通自転車通行指定部分がある場合を除いて、原則、普通自転

車歩道通行可の交通規制が実施されている歩道をつなぐ自転車横断帯は

撤去する、との方針が警察庁から示されています。 
  

「良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策の推進について」 
【平成 23 年 10 月 25 日通達 警察庁】 
 第２ 推進すべき対策 １の（２）のイより抜粋 
  イ 普通自転車歩道通行可の交通規制が実施されている歩道（普通自転

車通行指定部分の指定がある場合を除く。）をつなぐ自転車横断帯の撤

去 
    多くの普通自転車の歩道通行が念頭に置かれている普通自転車通行

指定部分の指定がある場合を除き、自歩可の交通規制が実施されてい

る歩道をつなぐ自転車横断帯は撤去すること。 
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第３章 自転車走行空間の設計（一般部） 
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１－１．建築限界 

整備形態 設置場所 適用基準 建築限界 

自転車道 
自転車のみ通行 

(歩道設置と同仕様) 
【道路構造令第 12 条】 ２．５ｍ 

自転車レーン 
（自転車専用通行帯） 

車道設置 【道路構造令第 12 条】 ４．５ｍ 

車道混在（車道） 車道設置 【道路構造令第 12 条】 ４．５ｍ 

自転車歩行者道（歩道） 歩道設置 【道路構造令第 12 条】 ２．５ｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．自転車走行空間の基礎構造 

車道の建築限界 

【出典：道路構造令の解説と運用】 

歩道及び自転車道又は自転車歩行者道の建築限界 
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１－２．横断勾配 

整備形態 設置場所 適用基準 
横断勾配の 

基準値 

自転車道 
自転車のみ通行 

(歩道設置と同仕様) 
【道路構造令第 24 条第 2 項】 
【移動等円滑化ガイドライン】 

2％を標準 
透水性舗装 1.0％以下 

自転車レーン 
（自転車専用通行帯） 

車道設置 
【道路構造令第 24 条第 1 項】 
【自転車道等の設計基準】 

1.5％以上 2％以下 

車道混在（車道） 車道設置 
【道路構造令第 24 条第 1 項】 
【自転車道等の設計基準】 

1.5％以上 2％以下 

自転車歩行者道 
（歩道） 

歩道設置 
【道路構造令第 24 条第 2 項】 
【移動等円滑化ガイドライン】 

2％を標準 
透水性舗装 1.0％以下 

 
 

《参考》各基準書による横断勾配の基準値 

 道路構造令 
自転車道等の

設計基準 
歩道の一般的構

造に関する基準 

改訂版道路の移動

等円滑化整備ガイ

ドライン 

自転車道 2％を標準 2％を標準 ― ― 

自転車レーン 
（自転車専用通行帯） 

1.5％以上 
2.0％以下 

1.5％以上 
2.0％以下 

― ― 

車道混在（車道） 
1.5％以上 
2.0％以下 

1.5％以上 
2.0％以下 

― ― 

自転車歩行者道 
（歩道） 

2％を標準 2％を標準 
2％を標準、透水性

舗装等を行った場

合は 1％以下 

1％以下、ただし、

やむを得ない場合

は 2％以下 

 
 
 
 
 
 

- 64 -



                      第３章 自転車走行空間の設計（一般部） 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

１－３．縦断勾配 

整備形態 設置場所 適用基準 
縦断勾配の 

基準値 

自転車道 
自転車のみ通行 

(歩道設置と同仕様) 
【自転車道等の設計基準】 原則として 5％以下 

自転車レーン 
（自転車専用通行帯） 

車道設置 【道路構造令第 20 条】 
車道の縦断勾配に

準ずる 

車道混在（車道） 車道設置 【道路構造令第 20 条】 
車道の縦断勾配に

準ずる 

自転車歩行者道 
（歩道） 

歩道設置 
【自転車道等の設計基準】 
【歩道の一般的構造に関する基準】 

原則として 5％以

下、ただし、やむを

得ない場合 8％以下 

 
 

《参考》各基準書による縦断勾配の基準値 

 道路構造令 
自転車道等の

設計基準 
歩道の一般的構

造に関する基準 

改訂版道路の移動

等円滑化整備ガイ

ドライン 

自転車道 ― 5％以下 ― ― 

自転車レーン 
（自転車専用通行帯） 

5％以下 ― ― ― 

車道混在（車道） 5％以下 ― ― ― 

自転車歩行者道 
（歩道） 

― 5％以下 
5％以下、ただし、

やむを得ない場合

は 8％以下 

5％以下、ただし、

やむを得ない場合

は 8％以下 
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１－４．線形 

 （１）曲線半径及び曲線長 
    屈曲部は曲線形とし、屈曲部の中心線の曲線半径（以下「曲線半径」

という）は、次の表の曲線半径の欄に掲げる値以上とするものとする。 
    また、曲線部の中心線の長さは、次の表の曲線長の欄に掲げる値以上

を標準とする。ただし、表の曲線半径の欄の右欄の値を使用する場合に

は、この限りでない。 

種  別 
曲線半径 曲線長 

一般の場合 
特別の理由により

やむを得ない場合 
一般の場合 

特別の理由により

やむを得ない場合 

Ａ種の自転車道 10ｍ 3ｍ 5ｍ ― 

Ｂ種の自転車道 30ｍ 3ｍ 10ｍ ― 

                         【自転車道等の設計基準解説 P40】 
 ○Ａ種の自転車道：Ｂ種の自転車以外の自転車道等。 
 ○Ｂ種の自転車道：自転車道等のうち、屋外レクリエーションを主たる目的として設置

されるものをいう。      【自転車道等の設計基準解説 P2】 
 
 （２）線形 ※自転車道に適用（自転車歩行者道もこれに準ずるものとする。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 自転車道の線形は自転車の走行性に影響することに加え、縁石線等の分

離工作物が連続して整備されるため、周囲の景観に対し大きな影響を与え

る。そのため、不要な屈曲部を設けないなど、設計にあたっては留意する

ものとする。 
□ 道路附属物等を回避するためにやむを得ず自転車道に屈曲部を設ける場

合は、自転車の通行の安全性を確保するため、すりつけ長を十分に確保す

るものとする。例えば、通行速度を 15km/h 程度と想定する場合には、幅員

2.0m の場合はシフト比（下図のΔW：L）を 1：4 以上、幅員 2.5m の場合

はシフト比 1：3以上とすることが考えられる。 
□ 必要に応じて、減速を促す看板または路面表示を設置することが考えら

れる。 
   

【安全で快適な自転車利用環境ガイドライン PⅡ-9】 
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２－１．基本的な考え方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．分離構造 

（１）分離工作物の基本 
  ① 自転車道と車道の分離については、車道から高さ 15cm 以上（ただし、

交通安全対策上、構造上必要な場合には 25cm まで高くできる）の縁

石を設置する。 
  ② 自転車道と歩道の分離については、原則として車道から高さ 15cm 以

上の縁石を設置する。なお、特定道路（移動等円滑化が特に必要な

ものとして政令で定める道路法による道路）においては、歩道等に

設ける縁石の車道等に対する高さは 15cm 以上が必要となる。 
  ③ 沿道アクセスのための車両乗り入れ部を設置する場合には、自転車

道と車道の間及び自転車道と歩道の間に縁石を設置するものとす

る。自転車道と歩道の間の縁石は自転車道から高さ 5cm とし、自転

車道と車道の間の縁石は車道から高さ 5cm 以下とする。 
  ④ 安全性や景観への配慮が必要な場合においては、車両防護柵、植樹

帯、安全防止柵などを設置できる。 
      
 
 
 
            
 
 

自転車道の断面構造の例 
【国交省ガイドライン PⅡ－5】 

東京都三鷹市 
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（２）縁石以外に設置する分離工作物 
  ① 自動車の路外への逸脱による乗員の人的被害や第三者への人的被害

を防止するなどのために、必要な区間では、縁石に変え、または加

え、車両用防護柵を分離工作物として設置するものとする。 
  ② 良好な道路交通環境の整備または沿道における良好な生活環境の確

保のため必要な箇所、景観への配慮が必要な箇所では、植樹帯を分

離工作物として設置することができる。 
  ③ 歩行者の横断を抑制するために必要な箇所では、横断防止柵を分離

工作物として設置することができる。 
（３）留意事項 
  ① 分離工作物により、排水機能が損なわれないように留意するものと

する。 
  ② 夜間等でも自転車の安全な通行を確保するために視認できることが

必要である（道路照明の設置、反射材の設置など）。 
  ③ 分離工作物として柵を設置する場合、ボルトなどの突起物、部材の

継ぎ目などに自転車利用者及び歩行者の手や足が接触してけがをす

ることのないようにする必要がある。 
  ④ 分離工作物として植樹帯を設置する場合は、走行性、視認性を妨げ

ることのないよう配置を検討するとともに、植樹の成長に配慮して

維持管理に努める。 
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２－２．走行空間確保の方策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 路肩空間の確保 
  自転車レーン（自転車専用通行帯）や車道混在の自転車走行空間には、 
路肩（側溝部分）の傾斜やグレーチング蓋等があり、自転車の安全な走行 
空間を確保するために以下の点に留意し、整備内容を検討する必要がある。 

  ① 平坦性の確保。（エプロン幅の狭い側溝採用等） 
  ② 通行の妨げとなる段差や溝の解消。 
  ③ 滑りにくい構造。（滑り止め対策） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
                   
 
 

           
 
※側溝や雨水桝に設置しているグレーチング蓋について、格子の長辺が車両進行方向と重な

っている場合は、格子の長辺が車両進行方向と直角になるタイプへ交換するなどの対策を

行うこと。 

北九州市小倉北区 

【事例①：小型水路内蔵型歩車道境界ブロック】 

 

北九州市小倉北区 

 

 

 

 

 

 

●Ｌ型街渠の場合 

○小型水路内蔵ブロックの場合 

【事例②グレーチング蓋取替え】 
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３－１．走行位置の明示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．自転車走行空間の明示 

 □ 走行位置の明示方法 
  整備形態毎の走行位置の明示方法を以下に示す。 
  ※公安委員会または道路管理者が設置を行う。 

整備形態 
通行方法の明示方法 

道路標識 道路標示 
啓発サイン 

路面表示 表示板 

(1)自転車道 

【自転車専用】（325 の 2） 

 

 自転車用 自転車用 

(2)自転車レーン 

（自転車専用通行帯） 

【専用通行帯】（327 の 4） 
【普通自転車専用通行帯】 

（327 の 4の 2） 

 

【専用通行帯】 
（109 の 6） 

 
自転車用  

(3)車道混在   

（車道） 
 

 
  

(4)自転車歩行者道

（分離タイプ） 

【自転車及び歩行者専用】 
（325 の 3） 

 

【普通自転車の

歩道通行部分】 
（114 の 3） 

 
歩行者用 
自転車用 

歩行者用 
自転車用 

(5)自転車歩行者道

（共存タイプ） 

【自転車及び歩行者専用】 
（325 の 3） 

 

【普通自転車歩

道通行可】 
（114 の 2） 
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３－２．道路標示による明示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（第 10 条関係 別表第 6）】では、普 
通自転車の歩道通行部分の境界線は、幅 10～20cm と規定されている。 

 □ 自転車走行空間の境界線（路面表示） 
  ①自転車道 
   自転車道の幅員が 2.0m 以上で双方向通行区分のセンターラインを設 

置する場合の路面標示は白色破線とし、下記形態とする。 
 
 
 
 
  ②自転車レーン（自転車専用通行帯） 

車線境界線は白色破線、もしくは白色実線とし、下記の着色仕様Ｂ 
の形態とする。 

  ■自転車レーン（着色仕様Ａ：全面着色） 

 
 
 
  ■自転車レーン（着色仕様Ｂ：側帯幅 30cm 着色） 
 
 
 
 
 

③自転車歩行者道（分離タイプ） 
   車両通行帯の車線境界線は白色実線とし、下記形態とする。 
   設置位置は、歩行者通行部分の幅員 2.0m 及び自転車走行部分の幅員 

1.0m が確保出来る区間とし、横断歩道手前の歩行者溜まり部には設置 
しないものとする。 

 
 
 
 

単位：mm 

 

単位：mm 

単位：mm 

単位：mm 
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 □ 文字表示（自転車レーン） 
  自転車レーン（自転車専用通行帯）を示す道路標示は【自転車専用通行 

帯（規制 109）】に準ずる字形、配置を基本とし、使用色は原則として白

色とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：mm 

単位：mm 

 
北九州市小倉北区 
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 □ 交差点進入禁止（路面標示） 
  交差点に自転車を進入させない場合は、【普通自転車の交差点進入禁止 

（規制 114 の 4）】の道路標示にて規制を行うものとする。 
※材質については、夜間や雨天時における視認性に配慮して、ガラスビ 
ーズなどを配合した「高輝度路面標示」などを使用するものとする。 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 □ 自転車マーク（路面標示） 
  普通自転車の歩道通行部分には、【普通自転車歩道通行可（規制 114 の 2）】 

の道路標示にて規制を行うものとする。なお、設置箇所については公安 
委員会が決定し、設置を行う。 
※材質については、夜間や雨天時における視認性に配慮して、ガラスビ 
ーズなどを配合した「高輝度路面標示」などを使用するものとする。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位：m 

単位：m 

北九州市八幡西区 
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３－３．路面表示（法定外）による明示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 □ 道路表示 
（１）自転車レーン（自転車専用通行帯） 

自転車レーンには“自転車専用”及び“自転車ピクトグラム”の道路表

示を行う。文字形状寸法については、下記を基本とし、使用色は原則と

して白色とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※着色仕様の区分については、都心部及び主要路線においては、着色仕様 A、 

郊外及び都心と郊外を繋ぐネットワーク路線は着色仕様 B を採用する。 
 
 
 
 
 
 

 
単位：mm 

 単位：mm 
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（２）車道混在（車道） 
  車道混在には“矢羽根”及び“自転車ピクトグラム”の路面表示を行う 

ものとする。 
路面表示の形状寸法については、下記を基本とし、使用色は原則として 

青系色とする。 

[高輝度タイプ] 

照明灯や防犯灯などによる明かりが少なく、夜間の路面の視認性が期待

できない路線において、安全性の観点から夜間の視認性を向上させる必

要がある場合には、“高輝度タイプ”を採用することとする。（通学路等） 

[コンパクト仕様] 

 細街路交差部において、細街路の道路幅員が 4.0ｍ未満の箇所に採用す

る。（配置間隔等については「路面標示等詳細図」を参照の事。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

単位：mm 

単位：mm 

■矢羽根型路面表示 

■自転車ピクトグラム 
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北九州市小倉北区 北九州市八幡西区 

 （３） 走行位置区分路面表示 
   自転車歩行者道における自転車・歩行者を適切に通行区分することを目 
  的に啓発サインを設置するものとする。 

法定外の路面表示による走行位置区分を路面に表示することを基本 
とする。 
 

  ○デザイン・形状 
   北九州市内の統一サインとして、以下のデザインを採用する。 
   （寸法は、縦 60cm、横 60cm とする。） 
  ○設置ルール 
   歩行者通行位置表示は、大人のデザインが車道側となる様に 
   タイプを使い分け、配置すること。 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 □ 設置事例 

  
■自転車走行位置表示 

(600mm×600mm) 
■歩行者通行位置表示 

(600mm×600mm) 

  

 

車

道

側 

車

道

側 

- 77 -



                      第３章 自転車走行空間の設計（一般部） 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

３－４．舗装材料や色による明示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

□ 基本的な考え方 
  ○アスファルトと同等のすべり抵抗値とする。 
  ○着色部と文字部の境に段差をつくらないこと。 
  ○新たに自転車走行空間を整備する場合で路面に着色を施す場合は、 
   青色を基本とし、昼夜ともアスファルト舗装と彩度差のある色（低彩 

度、高明度）とすること。 
※景観アドバイザーの見解によるマンセル値（色彩の三属性）は、 
 “7.5Ｂ5／7.5”である。 
※市内で採用されている主要なカラー舗装色の区分は、 

   （黄色）・・・・・・・・交通安全対策関連の注意喚起舗装 
   （緑色）・・・・・・・・スクールゾーン 
   （ベンガラ色）・・・・・バスレーンや注意喚起舗装 
    であり、他のカラー舗装色と混在し、誤認の原因となることを避け 

    る必要がある。 
 □ 着色舗装材料の仕様 
  ○自転車レーン着色帯及び車道混在の矢羽根に採用する。 
  ○施工面：密粒度アスファルト舗装 → 薄層カラー舗装（RPN-501） 
       排水性アスファルト舗装 → 薄層カラー舗装（RPN-601） 
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４－１．種類、デザイン、形状、材質 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．注意喚起サイン 

□ 自転車の走行により、歩行者や自動車と接触する危険性の高い箇所に、「注

意喚起サイン」を設置することにより、歩行者や自転車利用者の安全性を確

保することを考慮する必要がある。 
（１）注意喚起サイン 

○デザイン・形状 
   以下の様な種類・デザインを一例に今後検討を行い、北九州市内の統

一サインを策定することとする。（寸法は、縦 60cm、横 60cm とする。） 
 

歩行者注意 バス停注意 自動車注意 自転車徐行 

    

  ○材質 
   路面表示用の「注意喚起サイン」の材質は、原則として、合成ゴム系

樹脂、または平板ブロックとし、表面には滑り止めの加工を施すもの

とする。 
（２）優先を表すサイン 
  ○デザイン 
   北九州市内の統一サインとして、以下のデザインを使用する。 

優先を表す路面表示 
始まり・終わり 中間 

  

※基準については、原則とし、現場状況に応じて協議・調整が必要である。 
 また、ピクトグラムは自転車走行速度によっては視認性が悪いので、極力文字（バス停注 

意等）を優先した方が良いと思われる。 
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４－２．設置箇所、位置、方向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 注意喚起サインは、細街路との交差点やバス停留所、タクシーベイ等の停 
車帯、大型路上施設等の手前で停止又は進路変更させる場合など、自転車利

用者への注意喚起が必要な箇所に以下の種類の路面表示によるサインを設

置する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意喚起サインの種類 設置箇所 

歩行者注意 
○バス停留所の乗降場との交差部 
○大型路上施設等の出入口手前 

バス停注意 ○バス停留所の手前 

自動車注意 
○従道路交差点部の手前 
○停車帯部の手前 

 

■啓発サインと注意喚起サインの離隔 
○複数のサインを近接して配置すると、分かりに

くいため、サイン寸法 60cm の 2倍程度以上である 
1.5m 以上の離隔を確保するものとする。 

■注意喚起サイン設置箇所 
自転車道（相互通行の場合） 
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■注意喚起サイン設置箇所 
自転車レーン（一方通行の場合） 
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 □ 自転車歩行者道を通行する視覚障害者の安全性を確保するため、バリ 
アフリー法で定める特定道路以外の道路にあっても、視覚障害者誘導用 
ブロックを敷設するよう努めるものとする。 

【国交省ガイドライン P-Ⅱ-17】 

 □ 歩行者通行空間への視覚障害者誘導用ブロックの設置については、「移

動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令（国土

交通省令第 116 号、平成 18 年 12 月 19 日）」等を考慮するものとする。 
 □ 自転車と視覚障害者の接触を避けるため、自転車走行空間内に設置しな

いものとし、既設ブロックが自転車走行空間内にある場合は、歩行者通

行空間内に移設もしくは、撤去するものとする。 
 
      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５．視覚障害者誘導用ブロック 

北九州市八幡西区 
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第４章 自転車走行空間の設計（特殊部） 
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１－１．整備手法 

整備 

形態 
バス 

交通量 
TYPE 設置イメージ 

自転車道 

多くない ストレート型 

 

多い 

島型 

 

テラス型  

自転車 

レーン 

多くない ストレート型 

 

多い 

バスベイ型 
 

交通島 

 

車道混在 ○バス停部では、自転車レーンを参考に設計するものとする。 

自転車歩

行者道） 

多くない 混在空間 
 

多い 島状 
 

 

１．バス停留所部 
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１－２．自転車道でのバス停留所部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○バス停留所の長さは、第 3種及び第 4 種の道路とも 15ｍとする。  【道路構造令 P638】 
 ○自転車道のすり付け区間は、自転車の走行速度が自動車に比べて遅いことから、非常駐車帯

のすり付け長で、橋梁、トンネル等での特例値である 5ｍを用いるものとした。 
【道路構造令 P642】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① バス停留所を設ける自転車道またはバス乗降場の車道に対する高さ

は 15cm を標準とするものとする。 
  ② バス乗降客が横断する自転車道の部分と歩道とを区画する縁石は、  

    視覚障害者の安全な通行を考慮し、高さ 2cm を標準とするものとす

る。 
  ③ 自転車道はバス停留所設置位置までの区間を縦断勾配5～8％ですり

つけるものとする。 
  ④ バス停留所の延長は 15ｍを基本とする。 
  ⑤ バス停留所の乗降場の幅員は、バリアフリーの視点、現地状況など

を踏まえて検討を行うものとする。 
  ⑥ 乗降場の設置により自転車道がシフトする区間については、5ｍ以上 

    のすり付け区間を設けるものとする。 
（２）留意事項 
   自転車道及び歩道の幅員に余裕がなく、独立した乗降場を設置できな 

い場合は、自転車道の連続性を確保できないため、自転車道は設置でき 
ない。 
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○バス停車帯の幅員 W=2.5ｍについては、普通自動車の設計諸元の幅に準拠した。 

【道路構造令 P155】 

 
 

長さ 幅 高さ 
前 端 

オーバ

ハング 
軸距 

後 端 

オーバ

ハング 

最 小 

回 転

半 径 

普通自動車 12 2.5 3.8 1.5 6.5 4 12 

 
 
 
 
 
 

（３）バス交通が多くない路線 
  ① 自転車とバス乗降客の交錯を防止するため、区画線「歩行者横断指

導線（104）」や看板または路面表示等により自転車にバス乗降客の

横断について注意喚起を行った上で、前後の区間と同様に自転車道

を直線的に連続させるものとする。 
  ② バスを決まった位置に正着させるよう、路面表示によりバス停部分

を明確化することが考えられる。 
  ③ バス停留所を設置する区間の自転車道と歩道の間には、バス利用者

が安易に自転車道に進入しないよう、横断防止柵を設置して横断位

置を集約することが望ましい。 
 

■自転車道にバス停留所を設置するイメージ（ストレート型） 

諸 元 （ 単 位  

メートル） 

設計車両 
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（４）バス交通が多く道路空間に余裕がある路線 
  ① 道路空間に十分な余裕があり、バス乗降客が多く見込まれるバス停

留所を設置する場合は、自転車とバス乗降客の交錯を減らし、双方

の安全性を向上させるため、車道と自転車道との間に交通島（乗降

場）を設置して、自転車道を連続させるものとする。 
  ② 交通島を設置する場合は、バス乗降客が自転車道を横断する部分に

道路標識「横断歩道（407－A）」、道路標示「横断歩道（201）」、及

び横断歩道の直前に道路標示「停止線（203）」を設置するものとす

る。 
  ③ テラス型の場合、車道の進行方向に対面する部分に車両用防護柵を

設置することが望ましい。 
 

■車道と自転車道との間に交通島のバス停留所を設置するイメージ《島型》 
（バス交通が多く道路空間に余裕がある路線） 

■車道と自転車道との間に交通島のバス停留所を設置するイメージ《テラス型》 
（バス交通が多く道路空間に余裕がある路線） 
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■交通島を設置し、道路標識及

び道路標示を設置した事例 
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１－３．自転車レーンでのバス停留所部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① バス停留所を設ける歩道等の部分の車道等に対する高さは15ｃｍを

標準とするものとする。 
  ② バス停留所の区間は、自転車とバスの混在空間とし、自転車はバス

が停車していないときに走行する。 
  ③ バス停部では、バスを歩道に正着させることや駐停車禁止の徹底を

図るため、路面表示によりバス停部分を明確化することが考えられ

る。 
  ④ 自転車とバスの交錯の防止を図るため、バス停の存在を明確化し、

停止を促すよう、路面表示等により自転車利用者に注意喚起を行う

ものとする。 
（２）バス交通が多くない路線 
  ① バス交通が多くない路線では、自転車レーン（自転車専用通行帯）

上にバスを停車させるものとする。 
 
 
 
 
 

 

■ストレート型バス停を設置するイメージ 
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北九州市小倉北区 

（３）バス交通が多く道路空間に余裕がある路線 
  ① 道路空間に十分な余裕があり、バス乗降客が多く見込まれるバス停

留所において、バス停車時も自転車の通行を可能とする場合には、

バスベイ型としてバス停を整備するものとする。 
  ② 歩行空間に余裕がある場合には、第一通行帯と第二通行帯の間にバ

ス停として交通島を設けることも考えられる。 
  ③ 交通島を設ける場合には、「１－２．自転車道でのバス停留所部の設

計」を参考にするものとする。 
 
 
 
 
 
   
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福岡市博多区 東京都三鷹市 
  

■バスベイ型バス停を設置するイメージ 

■交通島を設置するイメージ 
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バス停車帯の長さ（第 3種、第 4種） 

設計速度 V(km/h) 
第 3 種の道路 第 4 種の道路 

80 60 50 40 60 50 40 

減 速 車 線 長  ｌ1（ｍ） 35( 95) 25 20 20 20 15 12 

バス停留車線長  ｌ2（ｍ） 15 15 15 15 15 15 15 

加 速 車 線 長  ｌ3（ｍ） 40(140) 30 25 25 25 20 13 

バス停車帯の長さ ｌ（ｍ） 90(250) 70 60 60 60 50 40 

織  込  み  長     （ｍ） 80 50 40 30 50 40 30 

 注記）１．交差点付近にバス停車帯を設ける場合には、織込み長の距離だけ離すものとする。 

    ２．（ ）内は部分出入制限の場合の値を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）バス停車帯の形状 
  バス停車帯の長さは下記となる。 
               【道路構造令の解説と運用 P638 表 9－5より引用】 
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１－４．車道混在（車道）でのバス停留所部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① バス停部では、「１－３．自転車レーンでのバス停留所部の設計」を

参考に設計するものとする。 
    ※当面の整備形態として車道混在を選定する場合も同様とするもの

とする。 
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１－５．自転車歩行者道でのバス停留所部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① バス停留所を設ける歩道等の部分の車道等に対する高さは15ｃｍを

標準とするものとする。 
② バス停留所の延長は 15ｍを基本とする。 

  ③ バス停留所を設ける位置では、改めて、自転車の徐行義務について  

注意喚起するとともに、必要に応じて、低木の植栽等を設置し、バ 

ス利用者との交錯を避ける設計を行うことが考えられる。 
 
（２）留意事項 
  ① 自転車及び歩行者の通行空間の幅員に余裕がなく、独立した乗降場

を設置できない場合は、バス停留所の乗降場を自転車と歩行者の混在

空間として設置する。 
 

 

 

■独立した乗降場を設置する場合の自転車歩行者道 
（混在空間を設ける場合） 

■独立した乗降場を設置できない場合の自転車道 
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２－１．整備手法 

整備形態 設置イメージ 

自転車道 

 

自転車レーン 

 

車道混在 ○基本的には「自転車レーン」の整備手法に準ずるものとする。 

自転車   

歩行者道 

 

 
 
 
 

２．停車帯部 
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２－２．自転車道での停車帯部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① 停車帯（パーキング・メーター等）が必要な区間の自転車道は、歩

道側に設置するものとする。 
  ② 停車帯を利用する自動車利用者が自転車道を横断することがあるた

め、区画線「歩行者横断指導線（104）」の設置や看板または路面表

示等により自転車に対して人の横断があることを注意喚起すること

が望ましい。さらに、横断防止柵により横断する位置を集約するこ

とも考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車道のある道路に停車帯を設置するイメージ 
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２－３．自転車レーンでの停車帯部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① 停車帯（パーキング・メーター等）が必要な区間の自転車レーンは、

自転車と自動車の双方の安全性を向上させるため、駐車スペースの

車道側に設置するものとする。 
  ② 駐車スペースと自転車レーンとの間は、駐車車両のドアの開閉時の

接触を避けるため、余裕幅を確保することが望ましい。また、必要

に応じ、停車帯の手前に看板や路面表示を設置し、駐車車両のドア

の開閉に対する注意喚起を行うことが考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車レーンのある道路に停車帯を設置するイメージ 

北九州市小倉北区（ＪＲ小倉駅） 
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２－４．車道混在（車道）での停車帯部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① 基本的には「自転車レーン」の整備手法に準ずるものとする。 
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２－５．自転車歩行者道での停車帯部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① 停車帯を利用する自動車利用者が普通自転車の歩道通行部分や歩道

内通行可の自転車走行空間を横断することがあるため、看板または

路面表示等により自転車に対して人の車道停車帯部からの横断があ

ることを注意喚起することが望ましい。さらに、横断防止柵により

横断する位置を集約することも考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■停車帯部のある自転車歩行者道（通行位置指定）のイメージ 
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３－１．整備手法 

整備 

形態 
CASE 設置イメージ 

自転車道 

Ａ．車道側の道路空間に 
余裕がある場合 

 

 

Ｂ．歩道側の道路空間に

余裕がある場合 

 

Ｃ．道路空間に余裕がな

い場合 
 

自転車 

レーン 

Ａ．道路空間に余裕のあ

る場合 

 

Ｂ．道路空間に余裕のな

い場合 

 

車道混在 ○「自転車レーン」を参考に設計するものとする。 

自転車 

歩行者道 

Ａ．歩道空間に余裕のあ

る場合 

 

Ｂ．歩道区間に余裕のな

い場合 
 

３．大型路上施設部 
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３－２．自転車道での大型路上施設部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○大型路上施設等の出入口から自転車道を横断させる場合は、横断部の幅員は歩行者のすれ違

いが可能な 2ｍ以上を確保するものとした。 
○大型路上施設等により、自転車道をシフトさせる区間長は 10ｍ以上確保するものとした。

なお、現地状況等によりやむを得ない場合は 5ｍ以上確保するものとした。 
※【路面標示設置マニュアル P131】より、「普通自転車の交差点進入禁止（規制 114 の 4）」

の境界線延長が 5～10ｍとなっており、進路変更に必要な延長はこれに準ずるものとした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① 自転車道は、立体横断施設等の出入口と輻輳させないで、連続した 

走行空間を確保する。 
② 横断歩道部における交通島及び歩道と自転車道とを区分する縁石

は、視覚障がい者の安全な通行を考慮して 2cm を標準とするものと

する。 
  ③ 必要に応じて、自転車の停止を促すため、自転車道の高さを調整す

ることや横断歩道部での看板または路面表示等を設置することが考

えられる。高さの調整にあたっては、自転車道は、横断歩道までの

区間を縦断勾配 5～8％ですりつけるものとする。 
（２）大型路上施設等との離隔 
  ① 大型路上施設等の出入口から自転車道を横断させる場合は、横断部 

の幅員は 2ｍ以上を確保する。 
  ② 大型路上施設等により、自転車道をシフトさせる区間長は 10ｍ以上 

を確保する。なお、現地状況等におりシフト区間長は 5ｍまで縮小 
できるものとする。 
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（３）車道側の道路空間に余裕がある場合 
  ① 自転車道を大型路上施設等出入口より車道側に設置することを基本

とするものとする。 
  ② 従前の自転車歩行者道を縮小し、自転車歩行者道を歩道に変更して

自転車道を設置する場合、大型路上施設等出入口部分は、植樹帯や

路肩または停車帯を活用して、車道側に自転車道を連続して設置し、

歩行者との交錯を避ける構造とすることが望ましい。 
  ③ 自転車道の車道の進行方向に対面する部分に車両用防護柵を設置す

ることが望ましい。 
 

■車道部に設置するイメージ 

■歩道部に設置するイメージ（テラス型） 
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（４）歩道側の道路空間に余裕がある場合 
  ① 車道側に自転車道を設置できず、歩道側の道路空間に余裕がある場

合は、大型路上施設等出入口部分を交通島として歩道側に自転車道

を設置するものとする。 
  ② 上記①の場合は、大型路上施設等出入口利用者が自転車道を横断す

る部分に道路標識「横断歩道（407－A）」、道路標示「横断歩道（201）」、
及び横断歩道の直前に道路標示「停止線（203）」を設置するものと

する。 
 
   
 
 
 
 
 

■歩道部に設置するイメージ（島型） 
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（５）道路空間に余裕がない場合 
  ① 道路空間に余裕がなく、車道側、歩道側いずれにおいても連続的な

自転車道の確保が困難な大型路上施設部において、歩行者の安全が

確保される場合には、当該部分を自転車歩行者道とすることができ

る。 
  ② 歩行者の安全の確保が困難となる場合は、歩道上で自転車を押して

歩くことを徹底させるか、代替路を検討するものとする。 
  ③ 押し歩きを徹底させる場合は、この先自転車を押し歩きする必要が

あることを注意喚起する看板または路面表示等の設置が必要とな

る。 
  
 
 
 

■大型路上施設等出入口付近で自転車道を歩道に接続するイメージ 
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３－３．自転車レーンでの大型路上施設部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① 自転車レーンは、大型路上施設等の出入口と輻輳させないように設

置し、連続した空間を確保することを基本とするものとする。 
 
（２）道路空間に余裕のある場合 
 
   
 
 
 
 
 
 
（２）道路空間に余裕のない場合 
  ① 道路空間に余裕がなく、車線幅員の縮小等によっても、連続的な自

転車レーンの確保が困難な場合は、自転車通行位置及び自動車と混

在することを示す路面表示を設置するなどの安全対策を実施した上

で、自転車と自動車を車道で混在させることを検討するものとする。 
  ② 上記①の場合、自転車レーンの終点部の手前に、前方で自転車と自

動車が混在することを双方に注意喚起する看板や路面表示を設置す

ることも考えられる。 
 
 
 
 

■自転車レーンの設計イメージ 

■車道混在の設計イメージ 
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３－４．車道混在（車道）での大型路上施設部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① 大型路上施設部では、「3－3．自転車レーンでの大型路上施設部の設

計」を参考に設計するものとする。また、当面の整備形態として車

道混在を選定する場合も同様とするものとする。 
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３－５．自転車歩行者道での大型路上施設部の設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○自転車と歩行者の混在空間を設ける場合、立体横断施設等の出入口で歩行者と自転車が輻輳

しないように、出入口部に歩行者のすれ違いが可能な 2ｍ以上の歩行者空間を確保するもの

とした。 
○自転車が歩行者との混在空間へ進路変更するために必要な延長として、10ｍ以上確保するも

のとした。なお、現地状況等によりやむを得ない場合は 5ｍ以上確保するものとした。 
※【路面標示設置マニュアル P131】より、「普通自転車の交差点進入禁止（規制 114 の 4）」

の境界線延長が 5～10ｍとなっており、進路変更に必要な延長はこれに準ずるものとした。 

 
 
 
 

（１）基本事項 
  ① 自転車歩行者道での普通自転車の歩道通行指定部分は、大型路上施 

設等の出入口と輻輳させないで、連続した走行空間を確保する。 
  ② 幅員構成、沿道状況等により、普通自転車の歩道通行指定部分と大 

型路上施設等の出入口が輻輳する場合は、自転車走行空間と中断さ 
せて、自転車と歩行者の混在空間を設ける。 

（２）大型路上施設等との離隔 
  ① 普通自転車の歩道通行指定部分を中断させる場合は、歩行者の通行 

空間として、大型路上施設等の出入口から 2ｍ以上の空間を確保す 
る。 

  ② 自転車が、大型路上施設等の構造物を避けて、歩行者との混在空間 
に乗り入れるために、出入口の歩行者空間及び構造物から 10ｍ以上 
の離隔を確保する。なお、現地状況等により離隔は 5ｍまで縮小で 
きるものとする。 

  ③ 歩行者との混在空間に乗り入れる区間には、自転車が円滑に進路変 
更できるように、ゼブラゾーンの設置等を検討する。 

（３）ゼブラゾーンの設置 
  ① 自転車を適切に誘導するために、ゼブラの形状は台形が望ましい。

並行区間の長さは、自転車 1台分の長さとして 2.0ｍ以上とした。 
    なお、現地状況等によりやむを得ない場合は、三角形のゼブラを設

置する。 
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■自転車走行空間を連続させる場合 

■自転車走行空間を連続させない場合 
（幅員に余裕がない場合） 

■ゼブラゾーン設置のイメージ 
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第５章 自転車走行空間の設計（交差点部） 
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１－１．交差点での自転車通行方法 

（１）交差点での自転車通行の原則 
  ○車両は、道路の中央から左の部分を通行しなければならない。 
  ○車両は、左折するときは、あらかじめその前からできる限り道路の左

側端に寄り、かつ、できる限り道路の左側端に沿って徐行しなければ

ならない。               
  ○軽車両は、右折するときは、あらかじめその前からできる限り道路の

左側端に寄り、かつ、交差点の側端に沿って徐行しなければならない。 
   （いわゆる二段階右折） 
  ○自転車は、交差点を通行しようとする場合において、当該交差点又は

その付近に自転車横断帯があるときは、第 17 条第 4 項並びに第 34 条

第 1 項及び第 3 項の規定にかかわらず、当該自転車横断帯を進行しな

ければならない。 
【道路交通法第 17 条第 4 項、第 34 条第 1 項、第 34 条第 3 項、第 63 条の 7】 

 
 
 左 折 直 進 右 折 

自
転
車
横
断
帯
あ
り 

   

自
転
車
横
断
帯
な
し 

   

                     
 
 

１．一般的な交差点部 
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１－２．整備手法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）共通事項 
  □ 交差点の形態は、主道路の形態と従道路の形態により分離される。 
    さらに、自転車道または自転車レーンの確保が可能な場合、交差点

流入部において、左折巻き込み事故を防止するため、 
    ① 交差点に自転車道または自転車レーンを接続し、自転車と自動

車を分離させる手法。 
    ② 交差点手前約 30m 程度で自転車道または自転車レーンを打ち

切り、車道左側部の車線幅員を拡げ、路面表示により自転車の通

行位置を明確化し、自転車と左折する自動車を混在させて一列で

通行させる手法。 
    のいずれかに分類される。 
 
  □ 空間に制約がある場合においても、上記①、②のいずれかの形態に 

より自転車道または自転車レーンの幅員を確保することを検討するも 
のとするが、幅員の確保が困難な場合は、自転車レーンにおける当面 
の措置として、車道上に通行位置及び通行方法を明確化する路面表示

を設置した上で、 
    ③ 車道上で自転車と自動車を混在させて通行させる手法を検討す 
      るものとする。 
（２）分離の場合 
   （交差点に自転車道または自転車レーンを直接接続させる場合） 
 
 
 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 
（自転車レーンの場合） 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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■停止線の前出しのイメージ 
（自転車レーンの場合） 

■交差点隅角部の縁石構造のイメージ 
（自転車レーンの場合） 
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（３）左折自動車のみ混在の場合 
   （左折する自動車が非常に多く、自動車と自転車の通行順序をはっき 

りさせる必要がある場合に用いる。） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 
（自転車レーンの場合） 

■二段階右折する自転車や原付の 
滞留スペースの考え方のイメージ 

（自転車レーンの場合） 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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■車道混在を注意喚起する看板・路面表示の位置のイメージ 
（自転車レーンの場合） 

■交差点隅角部の縁石構造のイメージ 
（自転車レーンの場合） 
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（４）混在の場合（当面の措置） 
   （付加車線などの影響により、車道の再配分を行っても自転車レーン  

の幅員が確保できない場合に用いる。） 
 
  
 
 
  
 
 
  

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 
（自転車レーンの場合） 

■車道混在を注意喚起する看板・路面表示の位置のイメージ 
（交差点流出側に自転車レーンを確保可能な場合） 

■車道混在を注意喚起する看板・路面表示の位置のイメージ 
（交差点流出側に自転車レーンを確保できない場合） 

【出典：国土交通省ガイドライン】 

 

 

 

- 114 -



                     第５章 自転車走行空間の設計（交差点部） 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 
 
 
 
 

 自転車道（自転車一方通行） 
（１）分離の場合 （２）左折自動車のみ混在の場合 

自転車道 
（自転車一方通行） 
(1) 左折自動車のみ混在

の場合 

  

自転車レーン 
(1) 左折自動車のみ混在

の場合 

  

車道混在 
※当面の整備形態を含む 

  

自転車歩行者道 
（通行位置明示有） 
※通行位置明示のない場

合は自転車横断帯を設置

しないこと。 

  

（５）整備形態別の隅角部の設計例 
   従道路の整備形態別に隅角部の設計が異なることから、それぞれの設 

計例を示す。 
   なお、従道路は、「左折自動車のみ混在の場合」のみを示す。 
 

主道路 
従道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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 自転車レーン 

（１）分離の場合 
（２）左折自動車のみ混在の場合 

※（３）混在の場合も同様 

自転車道 
（自転車一方通行） 
(1) 左折自動車のみ混在

の場合 

  

自転車レーン 
(1) 左折自動車のみ混在

の場合 

  

車道混在 
※当面の整備形態を含む 

  

自転車歩行者道 
（通行位置明示有） 
※通行位置明示のない場

合は自転車横断帯を設置

しないこと。 

  

 
 
 
 

主道路 

従道路 
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 車道混在 

※当面の整備形態を含む 

当面の整備形態 
（自転車歩行者道） 

自転車道 
（自転車一方通行） 
(1) 左折自動車のみ混在

の場合 

  

自転車レーン 
(1) 左折自動車のみ混在

の場合 

  

車道混在 
※当面の整備形態を含む 

  

自転車歩行者道 
（通行位置明示有） 
※通行位置明示のない場

合は自転車横断帯を設置

しないこと。 

  

 
 
 
 
 

 

  

主道路 
従道路 
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１－３．自転車道での交差点設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 □ 自転車一方通行規制を実施した自転車道を整備する場合に、交差点 
  部において幅員の確保が困難な場合は、自転車と自動車を混在させるこ 

とは望ましくないため、必要に応じて規制速度を変更し、自転車専用通 
行帯等の他の形態により整備する、または歩行者の安全が確保される場 
合において改めて自転車の徐行義務について注意喚起した上で自転車歩 
行者道に接続する、もしくは代替路を検討するものとする。 

 □ 自転車道を自転車歩行者道に接続し、自転車と自転車歩行者道の形態 
が頻繁に変化する場合は、通行ルールを遵守することが困難になる可能 
性が高いため、自転車歩行者道に接続すること以外の方策を検討するも 
のとする。 

 （１）分離の場合 
   （交差点に自転車道を直接接続させる場合） 
 
 
 
 
 
 

■自転車道（自転車一方通行）が交差する交差点のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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■交差点隅角部の縁石構造のイメージ 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 
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（２）左折自動車のみ混在の場合 
   （交差点の手前で自転車道を打ち切り、路面表示を設置して混在させる場合） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車道（自転車一方通行）が交差する交差点のイメージ 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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■交差点隅角部の縁石構造のイメージ 

■自転車道の分離工作物の視認性を 
 向上させることが考えられる位置 
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１－４．自転車レーンでの交差点設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （１）分離の場合 
   （交差点に自転車レーンを直接接続させる場合） 
 
 
 
 
 

■自転車レーンが交差する交差点のイメージ 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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 （２）左折自動車のみ混在の場合 
 （交差点の手前で自転車レーンを打ち切り、路面表示を設置して混在させる場合） 
 
 
 
 

■自転車レーンが交差する交差点のイメージ 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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 （３）混在の場合 
   （幅員の確保が困難なため、路面表示を設置して混在させる場合） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自転車レーンが交差する交差点のイメージ 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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１－５．車道混在（車道）での交差点設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 □ 単路部と同様に交差点流出入部においても混在させるため、交差点流

入部では必要に応じて、路面表示を設置することが考えられる。 
 
 
 
 
 
 

■車道混在が交差する交差点のイメージ 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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１－６．自転車歩行者道での交差点設計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○自転車通行区分の端部の位置は、交差点内の駐停車禁止範囲が 5ｍであることから、これに

準じて、横断歩道の端部から 5ｍ以上とした。 

 （１）交差点滞留部 
   ① 交差点滞留部は、原則として、普通自転車の歩道通行部分の指定 

は行わず、自転車と歩行者を混在させる。 
   ② 自転車通行部分の端部は、横断歩道端部から 5ｍ以上離すものと 

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 

 

■交差点内普通自転車通行部分の指定 
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１－７．自転車ネットワーク端部の処理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
□ 自転車ネットワーク形成のいずれの段階においても、ネットワーク端

部の交差点部において、突然通行空間を打ち切ったり、安易に自転車通

行空間を歩道通行へ誘導したりするのではなく、交差点部を超えたとこ

ろまで路面表示を設置する等、適切な交差点処理を行うことを基本とす

るものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■ネットワーク端部の交差点部の路面表示方法の例 
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２－１．細街路交差点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．特殊な交差点部 

 □ 主道路に対し、従道路からの横断を想定しない交差点を「細街路交差  

点」として、従道路となる細街路側及び主道路の整備形態別に設計上の 

留意事項を示す。 
 （１）自転車道（自転車一方通行） 
   （「分離の場合」のイメージ） 
 
 
 
 
 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ ■交差点のイメージ 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ 
（従道路に歩道がある場合） 

【出典：国土交通省ガイドライン】 

 

 

- 128 -



                     第５章 自転車走行空間の設計（交差点部） 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （２）細街路側の構造等に関する留意事項 
   ① 細街路側に道路標識「一時停止（330）」を設置するものとする。 
   ② 交差点部に隅切りが設置されていないなどの理由により、従道路 

側からの見通しが悪く、自転車事故の危険性がある箇所では、自 
動車運転者に対して、道路反射鏡の設置や、従道路側の交差点手 
前に注意喚起看板や路面表示「止まれ」を設置することなどが考 
えられる。 

   ③ 従道路から交差点に流入する自動車の視認性の確保のため、隅切 
     りを確保することが望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （３）自転車レーン 
    
 
 
 

■細街路側の道路構造のイメージ 

■交差点隅角部の道路構造のイメージ ■交差点のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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 （４）車道混在 
 
 
 
 

■交差点のイメージ ■交差点隅角部の道路構造のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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２－２．三枝交差点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （１）留意事項 
   ① 道路状況、交通状況を勘案して、二段階右折する原付や自転車が 
     滞留時に自動車との交錯を避けるため、歩道を切り込んで安全に 

滞留できるスペースを確保し、看板または路面表示により滞留で 

きるスペースを示すことが望ましい。 
   ② 滞留スペースの長さは、道路の交通状況を勘案して定めるものと 

する。 
   ③ 二段階右折する原付や自転車から見えるように信号機の位置を検 

討するものとする。 
 
 
 
 

■二段階右折する自転車や原付の滞留スペースの考え方のイメージ 
（自転車レーンの場合） 

■三枝交差点のイメージ（自転車レーンの場合） 

【出典：国土交通省ガイドライン】 

 

 

- 131 -



                     第５章 自転車走行空間の設計（交差点部） 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

２－３．分離帯による左折導流路交差点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （１）留意事項 
   ① 分離帯による左折導流路のある交差点における自転車走行空間 

は、本線（直進車線）に沿って連続して設置するものとする。 
   ② 左折自動車が減速し左折導流路に移行する区間（以下、分流部と 

いう。）では、自転車との交錯が生じることから、自転車走行空間 
の延長線上の部分に自転車の通行位置及び通行方法を明確化し、 
左折自動車と混在することを示す路面表示（例えば、矢羽根型等） 
を設置する他、交錯が生じる手前において、看板または路面表示 
を設置し、自動車、自転車双方への注意喚起を行うなどの安全対 
策を検討するものとする。 

   ③ 左折導流路においては、左折する自動車と混在するため、自動車 
     に対して速度抑制するよう注意喚起する看板または路面表示を設 

置することが考えられる。 
   ④ 交差点流出側の導流路については、自転車の安全性を確保するた 

めの方策の一つとして加速車線の廃止を検討することが考えられ 
る。 

   

■分離帯による導流路がある交差点のイメージ 
（自転車レーンの場合） 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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 （２）自転車道（自転車一方通行） 
   ① 自転車道の場合、左折導流路の分流部の手前において自転車道を

打ち切り、自転車専用レーンに接続するものとする。 
     この場合、直進車線に隣接する自転車レーンの直進車線側をゼブ

ラ帯にするなど自転車の安全確保策を講じることが考えられる。 
   ② 左折自動車の安全な通行のため、交差点側の縁石端部の高さを車

道面まですりつけることが望ましい。 
 
 

■自転車道における分流部の縁石構造のイメージ 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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２－４．左折導入路のない左折可交通規制交差点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 （１）留意事項 
   ① 直進する自転車と左折する自動車の交錯を防ぐため、道路や交通  

の状況に応じて、左折可の交通規制を見直すとともに、信号制御 
の見直し、自転車専用信号の設置、道路の幅員構成の見直しによ 
る車道左折部における自転車走行空間の確保、交差点内における 
自転車通行位置の明示等の安全対策を検討するものとする。 

   ② 安全対策が困難な場合は、当該交差点の前後については自転車ネ 

ットワーク路線とせず、代替路を検討するものとする。 
 
     

■左折導流路のない左折可の交通規制が実施されている 
交差点の見直し例 

【出典：国土交通省ガイドライン】 
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第６章 その他参考資料 
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            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．交通管理者（公安委員会）、道路管理者（行政）の施工範囲 
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自転車走行空間の整備に於ける交通管理者(公安委員会)、道路管理者(行政)の施工範囲

区分概要図

[標準タイプ]

[路肩確保タイプ]

自転車歩行者道

[歩道あり]

[歩道無し]

路面標示の設置者
（一般的な考え方）

道路標識の設置者
（一般的な考え方）

自転車道 自転車レーン 車道混在整備形態

区画線

（公安委員会）

（公安委員会）

本標識

道路標識

（道路管理者）

（本標識に付置して本標識の意味を補足するもの）

（道路管理者：※[注]による）

（公安委員会）規制予告は道路管理者指示標識

[注]道路管理者が設置できる自転車走行空間に係る規制標識
は、「道路法第４８条の９第４項（自転車専用道路等の通行の
制限）」の規制を行う場合である。

路面表示

案内標識

警戒標識

規制標識

指示標示

補助標識

道路表示

規制標示

（道路管理者）

（道路管理者）

（公安委員会：道路交通法第４条の１による）

交通管理者

道路管理者
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歩道 自転車道 車道

自転車道

双方向通行区分の中央線

（白色破線）の設置

路面標示「停止線

（指示203）」の設置

（325の2）」の設置
規制標識「自転車専用

（325の4）」の設置
規制標識「歩行者専用
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歩道 自転車レーン 車道
中央分離帯

路側帯

自転車レーン［標準タイプ］

の設置
道路標示「車線境界線(102)」

の設置
道路標示「車道外側線(103)」

路面標示「停止線

（指示203）」の設置

法定外の道路表示
「自転車ピクトグラム」

の設置

道路標示「自転車専用

（規制109）」の設置

専  用

自転車走行位置明示の

カラー舗装(青色)

オーバーハング式」の設置
規制標識「専用通行帯（327の4）
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路側帯 自転車レーン 車道
中央分離帯

路側帯歩道

自転車レーン［路肩確保タイプ］

路面標示「停止線

（指示203）」の設置

の設置
道路標示「車道外側線(103)」

の設置
道路標示「車道外側線(103)」

法定外の道路表示
「自転車ピクトグラム」

の設置

道路標示「自転車専用

（規制109）」の設置

専  用

の設置
道路標示「車線境界線(102)」

自転車走行位置明示の

カラー舗装(青色)

オーバーハング式」の設置
規制標識「専用通行帯（327の4）
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歩道 車道

車道混在［歩道あり］

路面標示「停止線

（指示203）」の設置

法定外の道路表示
「自転車ピクトグラム」の設置

法定外の道路表示
「矢羽根型路面表示」の設置
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路肩 車道

車道混在［歩道無し］

の設置
道路標示「車道外側線(103)」

路面標示「停止線

（指示203）」の設置

法定外の道路表示
「自転車ピクトグラム」の設置

法定外の道路表示
「矢羽根型路面表示」の設置
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歩道 車道

自転車歩行者道（分離タイプ）

行部分（規制114の3）」の設置
路面標示「普通自転車の歩道通

可（規制114の2）」の設置
道路標示「普通自転車歩道通行

の設置
法定外の路面表示「通行区分」

（325の3）」の設置
規制標識「自転車及び歩行者専用
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２．公安委員会上申資料 

- 144 -



１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
４

月
５

月
６

月
７

月
８

月
９

月

上
申

設
計

上
申

設
計

上
申

設
計

上
申

設
計

上
申

設
計

上
申

設
計

上
申

設
計

決
裁

予
定

1
/
5

設
計

上
申

上
申

公
安

委
員

会
上

申
資

料

第
１

回

第
２

回

第
３

回

第
４

回

今
年

度
来

年
度

単
価

決
済

設
計

工
事

施
工

工
事

施
工

前
年

度

上
申

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
5
/
1

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
6
/
2

第
１

回

第
６

回

第
７

回

第
８

回

第
９

回

第
１

０
回

第
１

１
回

第
５

回

工
事

施
工

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
7
/
1

工
事

施
工

上
申

(新
設

道
路

)

上
申

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
8
/
1

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
9
/
1

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
1
2
/
1

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
1
1
/
4

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
1
0
/
1

工
事

施
工

工
事

施
工

工
事

施
工

工
事

施
工

工
事

施
工

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
2
/
2

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
3
/
2

審
議

・
決

済
意

思
決

定
予

定
5
/
1

工
事

(新
設

道
路

)

単
価

決
裁

設
計

- 145 -



                             第６章 その他参考資料 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 

３－１．基本計画策定業務用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．特記仕様書 
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        特 記 仕 様 書 ※基本計画策定業務用 

 

本特記仕様書は、「□□○号線自転車走行空間基本計画策定業務」に適用する。 

 

１ 本業務委託は、本特記仕様書を含む設計書によるほか、次の各項目によるものとす

る。 

・ 北九州市自転車利用環境計画 

・ 北九州市自転車走行空間整備標準仕様書（案） 

・ 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン 

・ 測量・調査・設計業務共通仕様書（北九州市版） 

・ 北九州市公共測量作業規定 

・ 測量法 

・ 労働安全衛生法 

・ その他関係法規、資料 

 

２ 目  的 

   本委託は、道路幾何条件や現地状況を把握した上で、自転車走行空間の整備形態

の選定を行い、既存道路空間の再配分による整備手法の基本計画を策定するもので

ある。 

 

３ 委託内容 

○自転車走行空間基本計画  

・既存の１／５００地形図（貸与するＴＩＦデータ形式）を利用し、現地調査に

よる車線構成、横断歩道、交差点形状、信号配置等の状況を反映した現況図と

なる様、編集作業を行う。 

 ※植樹帯・植樹桝、歩道切り下げ範囲（車両乗り入れ）、バス専用レーンにつ

いては着色し、見やすくすること。 

・上記にて編集作成した地形図に自転車走行空間の基本計画を作成 

 （道路標示、法定外路面表示、注意喚起表示等の配置計画も含む） 

・交通状況及び現地状況による自転車走行空間の検討 

・関係機関の協議資料作成 

 ※警察協議必要資料 

  ①表紙、目次 

  ②自転車走行空間検討一覧表 

  ③自転車走行空間ネットワーク図（○○区域） 
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  ④位置図 

  ⑤全体平面図 

  ⑥現地状況図 

  ⑦整備計画図（拡大版、路線全体版 S=1/500） 

  ⑧バス停の時刻表（対象路線がバス路線網に該当する場合） 

  ⑨道路構造令の取り纏め 

・一般部（現道幅員構成再配分）の平面図・標準断面図 

・特殊部（バス停留所部：バスベイ型及びストレート型）の平面図・標準断面図 

・交差点部（信号交差点３箇所、細街路交差点を含む）の平面図・標準断面図 

・選定整備手法による概算工事費の算出（撤去及び整備に関する改造費用等） 

   ・選定した自転車走行空間において、整備した際に走行上支障となりそうな側溝

破損箇所や路面舗装状況を把握し、実施設計に向けての改良箇所及び改良内容

の提案を取り纏める。 

    ※改良する付属物とは、計画策定した自転車走行範囲の側溝・桝類の破損箇所、

既存マンホール（仕切弁等含む）周りの段差、舗装の不陸・わだち、桝蓋（滑

り止め加工を施していない物）、電柱・標識類などが対象となる。 

          また、グレーチング蓋の普通目については自転車走行方向に車輪が挟まる懸

念があるタイプについては、細目への取替えを考慮すること。 

 

４ 成 果 品 

  ○本業務の成果品は、下記のとおりとする。 

・ 報告書：キングファイル２部（ＣＤデータ１枚、図面はＣＡＤ及びＤocuＷorks

とする。） 

なお、成果品及び調査資料については、全て委託者に帰属するものとし、受託 

者は委託者の承諾なしに業務内容を複写及び他に漏らしてはならない。 

・ 警察協議完了資料：県警本部協議が最終的に完了した時点で、協議資料一式を

紙ファイル４部（地域毎に色指定有、うち１部はＣＤデータ添付）を提出のこ

と。 

※４部の内訳・・・・・道路維持課、整備事務所、所轄警察署、県警本部 

※ファイル色指定・・・①小倉地区（黄色） 

②南小倉地区（黄色） 

③城野地区（黄色） 

④戸畑地区（緑色） 

⑤下曽根地区（灰色） 

⑥折尾地区（青色） 

⑦徳力地区（赤色） 
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５ 打合せ協議 

  打合せ協議は、業務着手時、成果品納入時、及び中間打合せを１回行うものとする。

但し、必要に応じて監督員の要望があった場合には関係機関協議に同席するものと 

する。 

  ※関係機関とは、所轄警察署、県警本部、対象路線に関係する高等学校等が対象 

  ※協議の流れは、①市→②所轄警察署→③県警本部→④市→⑤所轄警察署 

→⑥県警本部・・・・・となり、計画策定するまでの修正内容等は流動的である。 

 

６ 工  期 

   契約締結日～平成○○年〇月○日 

   その他、本特記仕様書に定めのない事項又は、疑義が生じた場合は、協議の上 

決定するものとする。 
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警察協議必要資料の作成要綱（参考） 

 ◎連続した路線であっても、路線毎に取り纏めることを基本とする。 

 

 １．表紙、目次 

   →路線名の記載、項目及びページ番号 

 

 ２．自転車走行空間検討一覧表 

   →位置図、諸条件、整備形態選定フロー、路線平面図、道路構造令一覧（適用基

準及び現況の対比）、代表幅員構成（現況横断面写真、現況横断及び計画横断） 

 

 ３．自転車走行空間ネットワーク図（○○区域） 

   →対象路線範囲及び路線名称 

 

 ４．位置図 

   →対象路線範囲、路線名称、路線延長、道路幅員、周辺主要施設（学校等の公共

施設、ＪＲ駅、駐輪場等） 

 

 ５．全体平面図 

   →「自転車及び歩行者専用」の規制の有無及び規制区間、道路縦断勾配、規制標

識の種類・配置（規制速度、自転車及び歩行者専用、ほか） 

 

 ６．現地状況図 

   →現地状況写真、写真撮影方向、信号配置、路面表示、交差点名称 

 

 ７．整備計画図（拡大版、路線全体版） 

   →計画平面、計画断面（現況断面との対比）、滞留長、テーパー長、シフト長 

 

 ８．バス停の時刻表※バス路線が対象 

   →バス停の位置図、時刻表の写真（平日・土曜・日祝日別）、バスの交通量（ピ

ーク時間最大） 

 

 ９．道路構造令の取り纏め 

   →位置図、現況の標準断面図（一般部、交差点部）、適用基準・本計画採用値等

の対比 

※その他必要に応じ、資料を追加するものとする。（例：自転車歩行者交通量調査結果） 
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                             第６章 その他参考資料 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

３－２．詳細設計業務用 
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       特 記 仕 様 書 ※詳細設計業務用 

 

本特記仕様書は、「□□○号線自転車走行空間詳細設計業務委託」に適用する。 

 

１ 本業務委託は、本特記仕様書を含む設計書によるほか、次の各項目によるものとす

る。 

・ 北九州市自転車走行空間整備標準仕様書（案） 

・ 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン 

・ 測量・調査・設計業務共通仕様書（北九州市版） 

・ 北九州市公共測量作業規定 

・ 測量法 

・ 労働安全衛生法 

・ その他関係法規、資料 

 

２ 目  的 

   本業務は、自転車走行空間基本計画策定済み路線である「□□○号線」の自転車

走行空間の整備を行うことを目的とし、工事発注に必要な図面・数量・報告書の作

成による詳細設計を行うものである。 

 

３ 委託対象箇所 

   委託箇所は、北九州市□□区○○△丁目 路線名：□□○号線（延長：○.○km） 

 

４ 通  則 

  １） 受託者（以下「乙」という）は、業務着手にあたり、委託者（以下「甲」と

いう）と詳細な協議を行うものとする。 

     また、本特記仕様書に明示していない事項、あるいは作業過程において疑義

を生じた場合は、すみやかに甲と協議し、その指示を受けなければならない。 

  ２） 乙は、業務に応じた技術を有するものが作業にあたるものとする。 

  ３） 乙は、業務内容及び業務に係る資料を他に漏らしたり、当該業務目的以外に

使用してはならない。 
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５ 業務内容 

  １）作業計画 

     業務の目的・趣旨を把握したうえで設計図書に示す業務内容を確認し、業務

計画書を作成するものとする。 

    ※委託内容により、作業計画の項目は必ずしも必要とはならないので、設計書

の内容により確認すること。 

 

  ２）現地踏査 

     自転車走行空間を整備する上で、設計に必要となる範囲の現地状況を把握・

確認し、基本計画にて策定済みの整備計画の確認を行う。 

     また、自転車の走行上支障になりそうな路面の不陸や構造物の劣化等、整備

に支障となりそうな内容の確認を把握し、監督員に報告するものとする。 

  ３）設計図作成 

     基本計画資料及び現地踏査結果に基づき、工事発注に必要となる各種設計図

を作成する。 

    ※計画平面図、標準横断図（各パターン毎）、各詳細図、構造図、撤去図、他 

  ４）数量計算書作成 

     設計図に基づき、設計積算に必要な数量の算出を行う。 

  ５）照査 

     業務の主旨、設計方針を踏まえて、本業務全般における設計成果を照査する。 

  ６）報告書作成 

     業務成果のとりまとめを行う。 

  ７）設計協議 

     業務着手時、成果品納入時の合計２回を基本とする。 

     但し、必要に応じて監督員の要望があった場合には関係機関協議に同席する

ものとする。 

    ※関係機関協議は、警察協議（所轄署・県警本部）を想定している。基本計画

策定済み路線に於いては基本的に県警協議が完了しているが、現地状況によ

り変更が必要な場合や、公安委員会との調整が必要な場合を対象とする。 
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６ 成 果 品 

  １）成果品の提出部数及び提出先は次のとおりとする。 

    ①提出部数：報告書 ２部  電子データ １部 

    ②提 出 先：北九州市建設局 ○○整備事務所 工務第○課 

  ２）成果品内の設計図及び数量計算書については、監督員の指示があった場合は指

示された区間ごとに分割し、提出するものとする。 

  ３）成果品及び調査資料等の帰属については、すべて甲に帰属するものとし、乙は 

甲の承諾なしに、業務内容を複写及び他に漏らしてはならない。 

 

７ 貸与資料 

  「□□○号線自転車走行空間基本計画策定業務委託 報告書 平成○○年〇月」 

 

- 154 -



                             第６章 その他参考資料 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．概算工事費算出用参考単価 
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自転車走行空間整備　概算工事費算出用参考単価

工種 種別・細別・規格 単位 数量 単価（直工）：円 備考

区画線設置工 実線、W=15cm、溶融式手動 m 1.0 240

破線、W=15cm、溶融式手動 m 1.0 240

矢印、記号、文字(15cm換算) m 1.0 470

[文字：自転車専用] 箇所 1.0 20,180 L=42.93m(15cm換算)

[文字：自転車] 箇所 1.0 11,940 L=25.40m(15cm換算)

高視認性区画線、実線、W=15cm m 1.0 560

区画線消去工 ウォータージェット式(600m未満) 式 1.0 390,000

ウォータージェット式(600m以上) m 1.0 650

路面表示 常温塗布式カラー舗装 m2 1.0 2,800

[帯状路面表示：W=1,500mm] m 1.0 4,200 A=1.50m2

[帯状路面表示：W=1,000mm] m 1.0 2,800 A=1.00m2

[帯状路面表示：W=300mm] m 1.0 840 A=0.30m2

[矢羽根型路面表示：標準仕様] 箇所 1.0 1,890 A=0.675m2

[矢羽根型路面表示：標準仕様(高輝度)] 箇所 1.0 2,080 A=0.621m2+0.054m2

[矢羽根型路面表示：コンパクト仕様] 箇所 1.0 630 A=0.225m2

自転車ピクトグラム(矢印+自転車) 箇所 1.0 4,780 路線延長L=500m以下(片側)

切削工 切削オーバーレイ、7cm以下 m2 1.0 2,050

殻運搬（路面切削）、10.5km以下 m3 1.0 1,410

投棄料等(アスファルト切削廃材) m3 1.0 7,050

側溝補修工 落蓋式側溝蓋設置工(材工共)300 m 1 4,190

グレーチング側溝蓋取替え350用 箇所 1 16,760

- 156 -



- 157 -



                             第６章 その他参考資料 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 
 
 
 
 
 
 

５．警察協議資料一式《参考事例》 
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１．路面表示等詳細図《参考図》 
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２．自転車走行空間用排水施設構造図《参考図》 

- 190 -



2．排水施設構造図(1/2)
注記） 本図に記載された製品の寸法・形状はメーカーにより多少相違がある為、特定の製品を示したものではない。

あくまで参考図として取扱い、同等品以上の使用であれば問題ないものとする。
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2．排水施設構造図(2/2)
注記） 本図に記載された製品の寸法・形状はメーカーにより多少相違がある為、特定の製品を示したものではない。

あくまで参考図として取扱い、同等品以上の使用であれば問題ないものとする。
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特殊TYPE-01 特殊TYPE-02 特殊TYPE-03 特殊TYPE-04 特殊TYPE-05 特殊TYPE-06

エプロン幅狭幅タイプ(縁石一体型) エプロン幅狭幅タイプ エプロン幅狭幅タイプ エプロン幅狭幅タイプ(蓋分離型) 緩勾配蓋タイプ(蓋付替型) 緩勾配蓋タイプ(蓋固定型)

管渠型側溝／函渠型側溝 管渠型側溝／函渠型側溝 管渠型側溝／函渠型側溝 落蓋式側溝 落蓋式側溝 自由勾配側溝

道路改築 △歩道部の改良が前提 △歩道部の改良が前提 △歩道部の改良が前提 △歩道部の改良が前提 △落蓋式側溝の改良箇所に適用 ○対応可

道路新設 ○対応可 ○対応可 ○対応可 ○対応可 ○対応可 ○対応可

特記事項）

2.排水施設構造図 ※特殊TYPE
本図に記載された製品の寸法・形状はメーカーにより多少相違がある為、特定の製品を示したものではない。

あくまで参考図として取扱い、同等品以上の使用であれば問題ないものとする。

本図に記載された様な特殊TYPEの使用を検討する場合は、「建設局 道路維持課」と協議を行うこと。

従来までの対応製品

適用範囲

・集水桝は従来の自由勾配側溝
と同様に深さ方向の違う製品で
代用可。

備　考

・排水性舗装にも対応可。
・民地側の土地利用変化が見込
まれる箇所での使用に効果があ
る。

・排水性舗装にも対応可。 ・排水性舗装にも対応可。

注意点

・泥溜桝、集水桝の対応製品あ
り。

・泥溜桝、集水桝は現場打ち対
応となる。

・排水性舗装にも対応可。

・自由勾配側溝の機能を兼ね備
えた自転車走行空間に配慮され
た製品である。

側溝類仕様TYPE

呼び名

断面略図
(形状寸法300型)

製品特徴

・車道側のエプロン幅が200mm程
度であり、自転車走行空間の快
適性の確保が可能。
・頂版に連続したスリット（開
孔部）を設けることで、効率的
な路面排水を可能としている。

・集水桝は一般的な二次製品で
対応可。

・集水桝は一般的な二次製品で
対応可。

・車道側のエプロン幅が約100mm
であり、自転車走行空間の快適
性の確保が可能。
・縁石一体型製品であり、切り
下げ等は「くさびノックアウト
方式」により、側溝と縁石の分
割後、処理を行う必要がある
が、側溝本体や舗装に影響が無
い。

・車道側のエプロン幅が200mm程
度であり、自転車走行空間の快
適性の確保が可能。
・集水スリットが縁石側面に設
けられているため、目詰まりし
にくい構造となっている。

・車道側のエプロン幅が80mm程
度であり、自転車走行空間の快
適性の確保が可能。
・車道、歩道部の防草対策が考
慮されている。

・既設落蓋側溝部の蓋版のみの
付替に効果がある。

・泥溜桝、集水桝の対応製品あ
り。
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                            自転車走行空間整備標準図 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

 
 

３－１．自転車レーン（路肩確保タイプ）・車道混在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．整備計画図《参考図》 

- 194 -



※1.縦断勾配に関する制限

縦断勾配 制限長
(単位：パーセント) (単位：メートル)

5 100

4 200

3 500

【出典：自転車道等の設計基準解説P４３(日本道路協会)】

注記）規制標識 注記）規制標示 注記）　沿道出入り口等の状況を考慮し、
「自転車及び歩行者専用」 「普通自転車の歩道通行部分」 　　　　　自転車レーンとして整備すること
（標識325の3）が前提。 (114の3）が前提。 　　　　　も可能である。

　　（自転車レーンの整備では危険が伴うと判断される場合等。）

２．連続した路線や周辺路線との連続性確保の観点から配慮する必要がある場合。

３．その他現地状況などによる場合。

《特記事項》

○対象路線：折尾58号線

　下記の様な場合には、必ずしも整備形態選定フロー図による整備形態を選定しなくとも良い。
１．整備形態の選定フロー図において、自転車と自動車の構造的な分離の目安に該当しない道路
　　においても、自転車の安全かつ快適な通行に支障を及ぼす場合。

START Yes
No

ネットワーク路線

縦断勾配の制限長

の規定※1を満足

Yes

No

整備形態 選定フロー図（案）

自転車歩行者道

（分離タイプ）

歩道有効幅員

W=4.0m以上

自転車歩行者道

（共存タイプ）

Yes

No Yes

自転車道
自転車レーン

（標準タイプ）
自転車レーン

（路肩確保タイプ）

整備に必要な幅員

2.0m以上が確保可能

整備に必要な幅員

1.5m以上が確保可能

路肩幅員0.5m
が確保可能

No Yes

No

基本現状通り 整備事例－⑤ 整備事例－④ 整備事例－② 整備事例－①整備事例－③

車道混在

縦断勾配

i=3.0%未満

No

Yes

No
事業種別

補修事業（路面の切削等）

新設・改築事業

中央分離帯・ゼブラの

廃止、改修等により幅員の

再配分が可能

現状通り

（自転車走行区間の整備は行わない）

No

Yes

Yes

No

Yes

規制速度：40km/h

規制速度60km/h
かつ大型車混入率

15%以上

Yes

No
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Ｍ

Ｍ

止 止

Ｍ
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仕

Ｍ

Ｍ

Ｆ

交差点
九州女子大学前

A

A

B

B

C

C

C

C

バス停
九州女子大前

バス停
九州女子大前

本線シフト30m

＜都市部、V=40km/h＞
最小値30m

テーパー長15m

最小値15m

滞留長30m

バス停(ストレート型)

15m

法定外表示
(矢羽根)

0

S=1/1,000(A3版)

25 50m

4000

6000

2000

50032503250

7000500

32503250500

70004000 2000

A-A S=1/250(A3版)

＜交差点部＞

自転車レーン

現　道

計　画

帯

中
央

4000

16500

2000

50032503250

7000500

325032502500

9000

4000

B-B S=1/250(A3版)

＜交差点部＞

自転車レーン

現　道

計　画

帯

中
央

バス停

4000

22000

2000

15003250

4750500

32501500

47504000

C-C S=1/250(A3版)

＜標準部＞

自転車レーン

現　道

計　画

帯

中
央

2000

植樹帯植樹帯植樹帯バス停植樹帯植樹帯

4000

6000

2000

15003000

5000

30001500

50004000 2000

植樹帯植樹帯

自
転
車

レ

ー

ン

自
転
車

レ

ー

ン

路肩を自転車レーンとする。

車道を3.0mに縮小する。

100006000 6000

22000

10000 6000

26500

6000

26500

6000 14500

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

500

側

帯

500

側

帯

車道を3.0mに縮小する。

路肩を自転車レーンとする。

車道を3.0mに縮小する。車道を3.0mに縮小する。車道を3.0mに縮小する。車道を3.0mに縮小する。
自転車とバスの混在空間とする。 自転車とバスの混在空間とする。自転車とバスの混在空間とする。

4000

6000

20007000

500

75004000 2000

植樹帯植樹帯

26500

14500 6000

10003000 1500

自
転
車

レ

ー

ン

バス停

250

250030001500

自
転
車

レ

ー

ン

400020007000

2500

9500

4000

歩行者道 植樹帯

26500

16500 6000

自転車

250

250030001500

自
転
車

レ

ー

ン
バス停

右折レーンを2.5mに縮小する。
右折レーンを2.5mに縮小する。

1500

ゼ
ブ
ラ

2500

3000 1500

自
転
車

レ

ー

ン

バス停

1500

ゼ
ブ
ラ

2500

1000

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

(折尾58号線:その1)
整備計画図 S=1/1,000(A3版)

至　折尾四丁目交差点
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(走行方向)
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計　画路肩を自転車レーンとする。
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2000

2750500

120004000
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植樹帯

E-E S=1/250(A3版)

＜標準部＞

現　道

車道混在

計　画

バス停

帯

中
央

35003250

バス停

車道を3.0mに縮小する。

左折車線内に
矢羽を表示する。

4000

22000

2000

3250

120004000
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法
定
外
表
示

直進車線内に
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法
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車道を3.0mに縮小する。

750

1000

自転車とバスの混在空間とする。自転車とバスの混在空間とする。
直進車線を3.0mにする。 右折レーンを2.5mに縮小する。

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車
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自転車
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自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

(折尾58号線:その2)
整備計画図 S=1/1,000(A3版)

至　九州女子大学前交差点

- 197 -



Ｇ
汚

仕

Ｇ

汚

汚

汚

汚

空

仕

仕

汚

NTT

消

汚

As

As
As

As

As

As

汚

合

仕

As

As

仕

消

NTT

TA-1

バス停

交差点
九州女子大学前

A

A

B

B

C

C

バス停
九州女子大前

バス停
九州女子大前

本線シフト30m

＜都市部、V=40km/h＞
最小値30m

テーパー長15m

最小値15m

滞留長30m

バス停(ストレート型)

15m

0 10 20 30 40 50m

S=1/500(A3版)

4000

6000

2000

50032503250

7000500

32503250500

70004000 2000

自転車レーン

現　道

計　画

帯

中
央

植樹帯植樹帯

26500

6000 14500

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

車道を3.0mに縮小する。車道を3.0mに縮小する。
自転車とバスの混在空間とする。

4000

6000

20007000

500

75004000 2000

植樹帯植樹帯

26500

14500 6000

10003000 1500

自
転
車

レ

ー

ン

バス停

250

250030001500

自
転
車

レ

ー

ン

右折レーンを2.5mに縮小する。

1500

ゼ
ブ
ラ

2500

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

4000

22000

2000

15003250

4750500

32501500

47504000

自転車レーン

現　道

計　画

帯

中
央

2000

植樹帯植樹帯

4000

6000

2000

15003000

5000

30001500

50004000 2000

植樹帯植樹帯

自
転
車

レ

ー

ン

自
転
車

レ

ー

ン

路肩を自転車レーンとする。

100006000 6000

22000

10000 6000

500

側

帯

500

側

帯

車道を3.0mに縮小する。

路肩を自転車レーンとする。

車道を3.0mに縮小する。

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

4000

16500

2000

50032503250

7000500

325032502500

9000

4000

自転車レーン

現　道

計　画

帯

中
央

バス停 植樹帯バス停

車道を3.0mに縮小する。

26500

6000

車道を3.0mに縮小する。
自転車とバスの混在空間とする。 自転車とバスの混在空間とする。

400020007000

2500

9500

4000

歩行者道 植樹帯

26500

16500 6000

自転車

250

250030001500

自
転
車

レ

ー

ン
バス停

右折レーンを2.5mに縮小する。

3000 1500

自
転
車

レ

ー

ン

バス停

1500

ゼ
ブ
ラ

2500

1000

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

九州女子大学前交差点計画図 S=1/500(A3版)

S=1/300(A3版)A-A S=1/300(A3版)B-B S=1/300(A3版)C-C

- 198 -



0 10 20 30 40 50m

S=1/500(A3版)

灯

仕

標

Ｍ

止

汚

Ｈ Ｅ

Ｆ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

汚
Ｍ

仕
Ｔ

雨

ほっともっと

篠 原 事 務 所

か
め
い

め
が
ね
の

ポ
ニ
ー
ビ
ル

地
ど
り
屋

駐
車
場

Ｂ

Ｂ
Ｂ

灯

ＭＭ
Ｍ

Ｍ
仕水

Ｍ

仕
仕

仕仕

止 止

Ｍ

Ｍ
Ｍ

仕

A

Ｆ

止止 Ｍ 汚

仕 仕 Ｍ Ｍ

Ｍ仕

仕

Ｍ

汚
Ｍ Ｍ

仕

雨

止
仕

Ｍ

Ｍ

汚

汚

Ｆ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｆ

Ｍ

汚

仕

Ｍ
仕

灯

仕

標

Ｍ

止

汚

Ｈ Ｅ

Ｆ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｍ

汚
Ｍ

仕
Ｔ

雨

ほっともっと

原 事 務 所

か
め
い

め
が
ね
の

ポ
ニ
ー
ビ
ル

地
ど
り
屋

駐
車
場

Ｂ

Ｂ
Ｂ

灯

ＭＭ
Ｍ

Ｍ
仕水

Ｍ

仕
仕

仕仕

止 止

Ｍ

Ｍ
Ｍ A

Ｆ

止止 Ｍ 汚

仕 仕 Ｍ Ｍ

Ｍ仕

仕

Ｍ

汚
Ｍ Ｍ

仕

雨

止
仕

Ｍ

Ｍ

汚

汚

Ｆ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｆ

Ｍ

汚

仕

Ｍ
仕

空
気
弁

空
気
弁

空
気
弁

国
道
19
9号

Ｍ

Ｍ

仕
仕

止

合
止

Ｍ
Ｇ

仕

仕
Ｇ

Ｍ

Ｍ

Ｍ
Ｍ

汚

Ｍ
Ｍ

汚
Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｆ

仕

空
気
弁

空
気
弁

空
気
弁

Ｍ

Ｍ

仕
仕

止

合
止

Ｍ
Ｇ

仕

仕
Ｇ

Ｍ

Ｍ

Ｍ
Ｍ

汚

Ｍ
Ｍ

汚
Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

Ｆ

仕

交差点
折尾四丁目

E

C

C

バス停
学園大通り

バス停
学園大通り

本線シフト30m 滞留長30m

＜都市部、V=40km/h＞
最小値30m

D

E

D

法定外表示
(走行方向)

法定外表示
(矢羽根)

法定外表示
(走行方向)

法定外表示
(走行方向)

法定外表示
(走行方向)

バス停15m

法定外表示
(矢羽根)

4000

22000

2000

15003250

4750500

32501500

47504000

自転車レーン

現　道

計　画

帯

中
央

2000

植樹帯植樹帯

4000

6000

2000

15003000

5000

30001500

50004000 2000

植樹帯植樹帯

自
転
車

レ

ー

ン

自
転
車

レ

ー

ン

路肩を自転車レーンとする。

100006000 6000

22000

10000 6000

500

側

帯

500

側

帯

車道を3.0mに縮小する。

路肩を自転車レーンとする。

車道を3.0mに縮小する。

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

4000

22000

3500

140004000

3250 500

現　道

自転車レーン

計　画

バス停

帯

中
央

35003250

バス停

車道を3.0mに縮小する。

4000

22000

4000

140004000

3000 40003000

バス停

法
定
外
表
示

法
定
外
表
示

バス停

車道を3.0mに縮小する。

自転車とバスの混在空間とする。自転車とバスの混在空間とする。

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

4000

22000

2000

2750500

120004000

2750 2750 2750 500

植樹帯

現　道

車道混在

計　画左折車線内に
矢羽を表示する。

4000

22000

2000

3250

120004000

3000 2500 3250

植樹帯

法
定
外
表
示

直進車線内に
矢羽を表示する。

法
定
外
表
示

750

1000

直進車線を3.0mにする。 右折レーンを2.5mに縮小する。

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

歩行者道
自転車

折尾四丁目交差点計画図 S=1/500(A3版)

S=1/300(A3版) S=1/300(A3版)D-D S=1/300(A3版)E-EC-C

- 199 -



                            自転車走行空間整備標準図 
 

            北九州市自転車走行空間整備標準仕様書            

３－２．自転車歩行者道（分離タイプ） 
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※1.縦断勾配に関する制限

縦断勾配 制限長
(単位：パーセント) (単位：メートル)

5 100

4 200

3 500

【出典：自転車道等の設計基準解説P４３(日本道路協会)】

 ※同一路線として整備形態の統一化を図る。

注記）規制標識 注記）規制標示 注記）　沿道出入り口等の状況を考慮し、
「自転車及び歩行者専用」 「普通自転車の歩道通行部分」 　　　　　自転車レーンとして整備すること
（標識325の3）が前提。 (114の3）が前提。 　　　　　も可能である。

　　（自転車レーンの整備では危険が伴うと判断される場合等。）

２．連続した路線や周辺路線との連続性確保の観点から配慮する必要がある場合。

３．その他現地状況などによる場合。

《特記事項》

○対象路線：折尾頓田線

　下記の様な場合には、必ずしも整備形態選定フロー図による整備形態を選定しなくとも良い。
１．整備形態の選定フロー図において、自転車と自動車の構造的な分離の目安に該当しない道路
　　においても、自転車の安全かつ快適な通行に支障を及ぼす場合。

START Yes
No

ネットワーク路線

縦断勾配の制限長

の規定※1を満足

Yes

No

整備形態 選定フロー図（案）

自転車歩行者道

（分離タイプ）

歩道有効幅員

W=4.0m以上

自転車歩行者道

（共存タイプ）

Yes

No Yes

自転車道
自転車レーン

（標準タイプ）
自転車レーン

（路肩確保タイプ）

整備に必要な幅員

2.0m以上が確保可能

整備に必要な幅員

1.5m以上が確保可能

路肩幅員0.5m
が確保可能

No Yes

No

基本現状通り 整備事例－⑤ 整備事例－④ 整備事例－② 整備事例－①整備事例－③

車道混在

縦断勾配

i=3.0%未満

No

Yes

No
事業種別

補修事業（路面の切削等）

新設・改築事業

中央分離帯・ゼブラの

廃止、改修等により幅員の

再配分が可能

現状通り

（自転車走行区間の整備は行わない）

No

Yes

Yes

No

Yes

縦断勾配約5％の区

間が約200m連続

《Ａ区間》

《Ｂ区間》

《Ａ区間》

規制速度：50km/h

《Ｂ区間》

Yes

No規制速度60km/h
かつ大型車混入率

15%以上
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至　浅川中学校東交差点

整備計画図
＜第1案＞:その4
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＜参考図：ラバーTYPE＞

至　ひびきの南一丁目交差点

S=1/1000(A3版)整備計画図S=1/200(A3版)A部拡大図
S=1/200(A3版)B部拡大図
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S=1/200(A3版)D部拡大図
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＜第1案＞:その1

歩行者通行区分側に自転車を走行させない構造
「ラバーTYPEの車止め」を千鳥に配置する

自転車の走行速度を減速させる為の狭幅員部
「ポストコーンの設置」と「ゼブラ表示」を施す

歩行者通行区分側に自転車を走行させない構造
「ラバーTYPEの車止め」を千鳥に配置する

自転車の走行速度を減速させる為の狭幅員部
「ポストコーンの設置」と「ゼブラ表示」を施す
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